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ブラジル電子商取引法案における消費者・事業者間の情報の非対称性の縮減

ブ
ラ
ジ
ル
電
子
商
取
引
法
案
に
お
け
る
消
費
者
・
事
業
者
間
の�

�

情
報
の
非
対
称
性
の
縮
減

―
―
情
報
ア
ク
セ
ス
・
情
報
確
認
に
対
す
る
権
利
保
障
と
そ
の
私
法
的
効
果
に
関
す
る
比
較
法
的
考
察
―
―

前　

田　

美　

千　

代

一　

は
じ
め
に

　

１　

二
〇
一
二
年
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
現
代
化
法
案

　

２　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
子
商
取
引
問
題
へ
の
立
法
的
対
応
の
必
要

性

　

３　

電
子
商
取
引
へ
の
現
行
消
費
者
保
護
法
典
の
適
用
可
能
性

　
　

㈠　

原
理
原
則
主
義
的
法
典
と
し
て
の
消
費
者
保
護
法
典

　
　

㈡　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
特
殊
性
と
消
費
者
保
護
法
典
の
現
行

ル
ー
ル

二　

上
院
電
子
商
取
引
法
案
の
内
容

　

１　

電
子
商
取
引
法
案
の
概
略

　

２　
「
情
報
」
関
連
の
基
本
三
方
針
︱
―
第
五
章
「
取
引
行
為
」
へ
の

第
七
節
「
電
子
商
取
引
」
新
設
の
目
的

三　

消
費
者
・
事
業
者
間
の
情
報
の
非
対
称
性
の
縮
減

　

１　

情
報
に
対
す
る
権
利
（direito à inform

ação

）

　

２　

情
報
ア
ク
セ
ス
の
容
易
化

　
　

㈠　

画
面
上
の
義
務
的
記
載
事
項

　
　

㈡　

お
客
様
窓
口
（
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
）
の
設
置

　
　

㈢　

契
約
締
結
過
程
に
お
け
る
表
示
錯
誤
の
訂
正

　

３　

情
報
確
認
の
容
易
化
︱
―
確
認
に
対
す
る
権
利
（direito à 

confirm
ação

）

　
　

㈠　

契
約
成
立
の
確
認

　
　

㈡　

契
約
内
容
の
確
認
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一　

は
じ
め
に

１　

二
〇
一
二
年
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
現
代
化
法
案

　

二
〇
一
〇
年
一
一
月
、
連
邦
上
院
は
、
消
費
者
保
護
法
典
現
代
化
の
た
め
の
改
正
案
起
草
を
任
務
と
す
る
法
律
家
委
員
会
を
設
置

し
た（（
（

。
同
委
員
会
の
当
初
の
目
的
は
、
多
重
債
務
問
題
へ
の
立
法
的
対
応
で
あ
っ
た
が
、
同
問
題
以
外
に
つ
い
て
も
改
正
案
提
示
の

権
限
を
付
与
さ
れ
て
い
た（（
（

。
二
〇
一
一
年
六
月
、
三
つ
の
草
案
が
起
草
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
準
備
草
案
と
し
て
複
数
の
公
聴
会
が
開
催

さ
れ
た
後
、
二
〇
一
二
年
三
月
一
四
日
、
上
院
議
長
ジ
ョ
ゼ
ー
・
サ
ル
ネ
イ
に
完
成
草
案
が
提
出
さ
れ
、
二
〇
一
二
年
八
月
二
日
、

最
終
的
に
次
の
三
法
案
と
し
て
結
実
し
た
。
す
な
わ
ち
、
電
子
商
取
引
法
案
（PLS 281/2012

）、
集
団
訴
訟
法
案（PLS 282/2012

）

及
び
多
重
債
務
法
案
（PLS 283/2012

）
の
三
法
案
で
あ
り（（
（

、
消
費
者
保
護
法
典
現
代
化
法
案
と
総
称
さ
れ
る
。

２　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
子
商
取
引
問
題
へ
の
立
法
的
対
応
の
必
要
性

　

法
律
家
委
員
会
設
置
の
目
的
が
多
重
債
務
問
題
へ
の
立
法
的
対
応
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
問
題
に
比
肩
す
る
重
要
課
題

と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
子
商
取
引
問
題
が
一
貫
し
て
上
院
の
重
大
な
関
心
事
で
あ
っ
た（（
（

。

　

も
と
も
と
、
一
九
八
八
年
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
憲
法
第
五
条
三
二
号
及
び
第
一
七
〇
条
五
号
で
謳
わ
れ
た
「
消
費
者
の
保
護
（defesa 

do consum
idor

）」
の
具
体
化
と
し
て（（
（

、
消
費
者
保
護
法
典
（Código de Proteção e D

efesa do Consum
idor: 

Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
が
制
定

四　

検
討
︱
―
日
本
法
へ
の
示
唆

　

１　

情
報
ア
ク
セ
ス
に
対
す
る
権
利
保
障
と
私
法
上
の
効
果

　
　

㈠　

契
約
不
履
行
責
任

　
　

㈡　

錯
誤
リ
ス
ク
と
の
関
係

　

２　

情
報
確
認
に
対
す
る
権
利
保
障
と
私
法
上
の
効
果

　
　

㈠　

意
思
表
示
受
領
・
契
約
成
立
・
契
約
内
容
の
確
認
義
務

　
　

㈡　

意
思
表
示
の
効
力
発
生
時
期
・
契
約
の
成
立
時
期



3

ブラジル電子商取引法案における消費者・事業者間の情報の非対称性の縮減

さ
れ
た
一
九
九
〇
年
当
時
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
限
ら
ず
世
界
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
商
用
化
は
未
だ
非
常
に
限
定
的
で
あ
っ
た（（
（

。

　

と
こ
ろ
が
、T

IC D
om

icílios e Em
presas

二
〇
一
一
年
白
書
に
よ
る
と（（
（

、
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
四
五
％
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ユ
ー

ザ
ー
で
あ
り
、
こ
れ
は
前
年
比
率
か
ら
四
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
た
。
ま
た
、
二
〇
一
一
年
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
商
品
購

入
者
の
総
数
が
三
二
〇
〇
万
人
で
、
こ
れ
は
前
年
比
三
七
％
増
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
九
〇
〇
万
人
は
同
年
に
初
め
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
販
を
利
用
し
て
い
た（（
（

。
翌
二
〇
一
二
年
に
は
、
こ
の
よ
う
な
「
電
子
消
費
者
（e-consum

idor

）」
が
四
三
〇
〇
万
人
に
達

す
る
と
予
想
さ
れ
た（（
（

。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の
売
上
高
か
ら
も
、
そ
の
顕
著
な
成
長
が
う
か
が
え
る
。
二
〇
一
一
年
、
電
子
商
取
引
は
、
一
八
七
億
レ

ア
ル
の
請
求
書
売
上
高
を
示
し
、
こ
れ
は
前
年
比
二
六
％
増
で
あ
っ
た（（（
（

。
二
〇
一
二
年
の
予
測
は
二
二
五
億
レ
ア
ル
で
あ
り
、
こ
れ

は
二
〇
一
一
年
売
上
高
の
二
〇
％
増
に
あ
た
る（（（
（

。

　

二
〇
一
一
年
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
販
売
さ
れ
た
製
品
別
上
位
は
、
一
位
が
家
電
（
一
五
％
）、
二
位
が
情
報
機
器
（
一

二
％
）、
三
位
が
電
化
製
品
（
八
％
）、
四
位
が
健
康
・
美
容
・
医
薬
品
（
七
％
）、
五
位
が
服
飾
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
（
七
％
）
で
あ
っ

た
。
全
体
で
は
五
三
七
〇
万
件
の
注
文
が
同
年
度
内
に
処
理
さ
れ
た（（（
（

。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
購
入
に
際
し
て
利
用
さ
れ
た
支
払
方
法
に
関
す
るO

 observador Brasil 2012

の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
第

一
位
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
、
消
費
者
の
八
一
％
が
利
用
し
た（（（
（

。
第
二
位
は
ブ
ラ
ジ
ル
特
有
の
有
価
証
券
に
あ
た
る
ボ
レ
ー
ト
・

バ
ン
カ
リ
オ
（boleto bancário

）
で
、
ネ
ッ
ト
通
販
顧
客
の
四
六
％
が
利
用
し
た（（（
（

。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利
用
の
動
機
と
し
て
は
、

分
割
払
い
で
き
る
こ
と
（
三
七
％
）
及
び
便
利
さ
（
二
一
％
）
が
挙
げ
ら
れ
た（（（
（

。
他
方
、
五
〇
％
の
顧
客
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を

所
有
し
て
い
な
い
た
め
に
利
用
し
な
か
っ
た
と
回
答
し
、
ま
た
一
四
％
は
安
全
性
が
あ
ま
り
高
く
な
い
こ
と
を
理
由
に
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
利
用
し
て
い
な
か
っ
た（（（
（

。

　

興
味
深
い
調
査
結
果
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
購
入
の
顧
客
満
足
度
が
あ
る
。
選
択
の
幅
が
広
い
こ
と
（
九
五
％
）、
ク
レ
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ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
が
可
能
な
こ
と
（
九
一
％
）
が
満
足
度
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
た（（（
（

。
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
店
舗
に
よ
り
提
供
さ

れ
た
各
種
サ
ー
ビ
ス
（
無
利
息
の
支
払
延
長
期
間
、
送
料
、
引
渡
し
期
間
の
延
長
等
）
の
満
足
度
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
一
年
の
統
計

で
は
消
費
者
の
八
六
・
四
五
％
が
、
二
〇
一
二
年
の
統
計
で
は
消
費
者
の
八
五
・
四
〇
％
が
満
足
し
た
と
回
答
し
た（（（
（

。
物
理
的
店
舗

（
対
面
販
売
）
と
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
店
舗
の
ど
ち
ら
で
購
入
す
る
か
を
決
定
す
る
際
の
重
要
な
基
準
と
し
て
は
、
家
か
ら
出
ず
に
購
入

で
き
る
便
利
さ
（
七
六
％
）、
代
金
・
支
払
方
法
（
四
〇
％
）、
簡
便
さ
（
三
六
％
）
と
の
回
答
が
あ
っ
た（（（
（

。

　

そ
の
一
方
で
、
わ
が
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
あ
た
る
プ
ロ
コ
ン
（PRO

CO
N

）・
サ
ン
パ
ウ
ロ
支
部
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
一

年
の
ネ
ッ
ト
通
販
の
ト
ラ
ブ
ル
件
数
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
だ
け
で
も
前
年
比
八
六
・
五
七
％
の
増
加
が
あ
り
、
合
計
四
万
三
九
七
七

件
を
数
え
た
。
主
な
ク
レ
ー
ム
の
内
容
と
し
て
は
、
製
品
の
引
渡
し
未
了
及
び
遅
延
（
四
六
・
三
四
％
）、
製
品
の
欠
陥
（
九
・
八

一
％
）
及
び
購
入
の
放
棄
（
撤
回
・
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
）（
八
・
五
一
％
）
で
あ
っ
た（（（
（

。

３　

電
子
商
取
引
へ
の
現
行
消
費
者
保
護
法
典
の
適
用
可
能
性

　

㈠　

原
理
原
則
主
義
的
法
典
と
し
て
の
消
費
者
保
護
法
典

　

以
上
の
現
実
を
前
に
、
学
説
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
商
用
化
以
前
に
制
定
さ
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
の
諸
規
定
が

電
子
商
取
引
に
も
適
用
さ
れ
る
か
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。

　

通
説
で
は
、
消
費
者
保
護
法
典
を
、
こ
れ
ま
で
の
ブ
ラ
ジ
ル
法
体
系
に
存
在
し
な
か
っ
た
「
原
理
原
則
主
義
的
法
典
（código 

principiológico

）」
と
評
価
し
、
同
法
典
の
電
子
商
取
引
へ
の
適
用
を
肯
定
す
る（（（
（

。
消
費
者
保
護
法
典
に
定
め
ら
れ
、
様
々
な
法
律

関
係
に
影
響
を
与
え
得
る
原
理
原
則
の
中
に
は
、
信
頼
保
護
、
権
利
濫
用
の
禁
止
、
契
約
上
の
給
付
の
均
衡
と
い
っ
た
一
般
原
則
が

あ
り
、
こ
れ
ら
は
潜
在
的
な
法
原
則
と
さ
れ
こ
れ
ま
で
明
文
化
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る（（（
（

。
消
費
者
保
護
法
典
の
諸
原

則
が
消
費
関
係
を
含
む
全
て
の
契
約
に
影
響
す
る
結
果（（（
（

、
そ
れ
ま
で
古
典
的
な
契
約
諸
原
則
に
従
っ
て
い
た
ブ
ラ
ジ
ル
契
約
法
を
革
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命
的
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た（（（
（

。

　

㈡　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
特
殊
性
と
消
費
者
保
護
法
典
の
現
行
ル
ー
ル

　

消
費
者
保
護
法
典
が
電
子
商
取
引
に
適
用
さ
れ
る
場
合
に
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
特
殊
性
ゆ
え
に
、
電
子
消
費
者
の
適
切

な
保
護
の
た
め
、
現
行
法
典
の
ル
ー
ル
が
十
分
で
あ
る
か
ど
う
か
も
学
説
上
議
論
さ
れ
て
き
た
。

　

ル
ッ
カ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
に
お
け
る
消
費
関
係
の
法
的
性
質
が
、
対
面
販
売
に
お
け
る
そ
れ
と
本
質
的
に
は
同
様
で
あ

る
こ
と
を
前
提
に
、
電
子
商
取
引
下
の
消
費
関
係
へ
の
消
費
者
保
護
法
典
の
適
用
を
肯
定
す
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
同
法
典
の

ル
ー
ル
で
十
分
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
あ
る
と
述
べ
る（（（
（

。
ま
た
、
リ
マ
＝
マ
ル
ケ
ス
も
、
消
費
者
保
護
法
典
の
原
理
原
則
主
義
的
性

質
を
前
提
と
し
て
、
信
頼
保
護
や
信
義
則
と
い
っ
た
一
般
原
則
を
適
用
し
得
る
こ
と
に
よ
り（（（
（

、
電
子
商
取
引
に
関
す
る
特
別
法
な
く

し
て
、
電
子
商
取
引
事
業
者
に
一
定
の
行
為
義
務
を
課
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
認
め
る
。
た
だ
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ブ
ラ

ジ
ル
の
多
数
説
が
、
電
子
商
取
引
に
関
す
る
よ
り
良
い
特
別
ル
ー
ル
の
策
定
が
必
要
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る（（（
（

。

　

上
院
内
で
の
電
子
商
取
引
問
題
に
対
す
る
多
大
な
懸
念
と
関
心
は
、
こ
の
よ
う
な
学
説
の
議
論
と
連
動
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

二　

上
院
電
子
商
取
引
法
案
の
内
容

１　

電
子
商
取
引
法
案
の
概
略

　

電
子
商
取
引
法
案
が
現
行
消
費
者
保
護
法
典
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
に
提
示
す
る
改
正
案
の
う
ち
、
行
政
処
分
に
関
す
る
二
条
文
（
第
五
六

条
一
三
号
及
び
第
五
九
条
）
と
刑
事
制
裁
に
関
す
る
一
条
文
（
第
七
二
︲
Ａ
条
）
及
び
民
事
訴
訟
に
関
す
る
一
条
文
（
新
第
一
〇
一
条
一

号
か
ら
三
号
）
を
除
く
と
、
民
事
実
体
法
に
関
す
る
部
分
（
第
一
編
「
消
費
者
の
権
利
」）
の
改
正
は
三
か
所
あ
る
。
一
つ
目
は
、
第
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一
章
「
総
則
」
中
の
複
数
の
条
文
へ
の
合
計
四
つ
の
新
し
い
項
や
号
（
第
一
条
補
項
、
第
五
条
七
号
、
第
六
条
一
二
号
及
び
第
七
条
二

項
）
の
追
加
、
二
つ
目
は
、
第
五
章
「
取
引
行
為
」
へ
の
第
七
節
「
電
子
商
取
引
」
の
新
設
、
三
つ
目
は
、
第
六
章
「
契
約
上
の
保

護
」
第
一
節
「
総
則
」
に
あ
る
放
棄
権
（
撤
回
権
・
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
権
）
に
関
す
る
第
四
九
条
へ
の
、
新
た
な
八
つ
の
項
（
二
項
か

ら
九
項
）
の
追
加
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
上
院
電
子
商
取
引
法
案
の
本
体
部
分
と
い
え
る
二
つ
目
の
改
正
（
第
七
節
「
電
子
商
取
引
」
の
新
設
）
に
つ
い
て
、
消

費
者
・
事
業
者
間
の
情
報
の
非
対
称
性
の
縮
減
に
焦
点
を
当
て
、
条
文
ご
と
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

　

な
お
、
一
つ
目
の
改
正
箇
所
に
つ
い
て
、
本
考
察
の
内
容
と
直
接
関
係
す
る
の
は
、
現
行
第
六
条
に
追
加
さ
れ
る
一
一
号
と
一
二

号
で
あ
る
。
第
六
条
は
消
費
者
基
本
権
を
定
め
る
も
の
で
、
現
行
法
典
で
は
一
号
か
ら
一
〇
号
の
規
定
が
あ
る（（（
（

。
こ
れ
に
続
け
て
、

一
一
号
で
は
、「
電
磁
的
方
法
を
含
め
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
提
供
さ
れ
ま
た
収
集
さ
れ
た
情
報
及
び
個
人
情
報
に
関
す
る
自
己
決
定
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ら
び
に
安
全
」
が
保
障
さ
れ
、
ま
た
一
二
号
で
は
、「
消
費
の
あ
ら
ゆ
る
差
別
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
禁
止
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り（（（
（

、
殊
に
新
技
術
及
び
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
す
る
関
係
で
の
選
択
の
自
由
」
が
保
障
さ
れ
る
。
な
お
、
一
一
号
に

対
し
て
は
文
末
に
列
挙
さ
れ
て
い
る「
自
己
決
定
」と
い
う
文
言
を
削
除
す
べ
き
と
の
修
正
案
が
提
示
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
同
文
言
が
第
四

五
︲
Ａ
条
（
後
述
）
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
そ
の
理
由
と
す
る
。

２　
「
情
報
」
関
連
の
基
本
三
方
針
─
─
第
五
章
「
取
引
行
為
」
へ
の
第
七
節
「
電
子
商
取
引
」
新
設
の
目
的

　

上
院
電
子
商
取
引
法
案
に
よ
り
第
五
章
「
取
引
行
為
（D

as Práticas Com
erciais

）」
に
新
設
さ
れ
る
第
七
節
「
電
子
商
取
引

（D
o Com

ércio Eletrônico

）」
で
は（（（
（

、
第
四
五
︲
Ａ
条
か
ら
第
四
五
︲
Ｅ
条
ま
で
五
つ
の
条
文
が
規
定
さ
れ
る
。

　

第
四
五
︲
Ａ
条
本
文
で
は
、
電
子
商
取
引
に
お
け
る
消
費
者
保
護
の
目
的
を
定
め
、
①
情
報
の
非
対
称
性
の
縮
減
、
②
（
電
子

商
）
取
引
上
の
安
全
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）
対
策
、
③
個
人
情
報
（dados pessoais
）
に
関
す
る
自
己
決
定
（autodeterm

inação

）
と
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プ
ラ
イ
バ
シ
ー
（privacidade

）
の
保
護
を
掲
げ
、
消
費
者
の
信
頼
の
強
化
と
実
効
的
保
護
の
保
障
を
目
指
す
と
し
て
い
る（（（
（

。

　

本
条
が
目
指
す
「
消
費
者
の
信
頼
の
強
化
」
に
関
し
て
、
リ
マ
＝
マ
ル
ケ
ス
は
、「
信
頼
（confiança

）」
こ
そ
が
、
消
費
者
法
を

電
子
商
取
引
に
適
合
さ
せ
る
に
あ
た
り
必
要
不
可
欠
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
の
鍵
と
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
一
般
的
に
「
信

頼
」
は
契
約
関
係
形
成
の
重
要
な
決
定
要
因
で
あ
る
が
、
当
該
「
信
頼
」
の
存
否
や
度
合
い
は
、
外
観
（aparência

）
と
信
義
誠
実

（boa-fé objetiva
）
に
基
づ
い
て
評
価
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
相
手
方
の
外
観
が
明

ら
か
で
な
い
。
そ
の
結
果
、「
信
頼
」
の
評
価
は
、
相
対
的
に
信
義
誠
実
性
に
依
存
す
る
た
め
、
電
子
商
取
引
に
お
け
る
（
法
律
）

行
為
の
中
心
軸
及
び
特
別
な
法
的
義
務
の
源
泉
と
し
て
、
信
義
誠
実
行
動
の
有
無
に
体
現
さ
れ
る
「
信
頼
」
を
重
視
す
る
必
要
が
あ

る
（
（（
（

。

　

な
お
、
第
四
五
︲
Ａ
条
本
文
に
対
し
て
は
、「
電
子
商
取
引
に
お
け
る
消
費
者
の
保
護
」
と
い
う
表
現
を
（
修
正
案
第
四
四
︲
Ａ
条

本
文
）「
電
子
商
取
引
及
び
隔
地
者
間
（
取
引
）
に
お
け
る
消
費
者
保
護
」
と
い
う
表
現
に
改
め
る
べ
き
と
の
修
正
案
が
提
示
さ
れ
て

い
る
。「
隔
地
者
間
（
取
引
）」
と
い
う
文
言
の
追
加
は
、
比
較
法
的
な
見
地
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
元
の
表
現
は
、
簡

潔
さ
の
観
点
及
び
第
七
節
の
タ
イ
ト
ル
と
平
仄
を
合
わ
せ
る
目
的
か
ら
「
電
子
商
取
引
」
の
み
に
言
及
し
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
実
際

に
は
営
業
所
に
お
け
る
販
売
に
対
置
さ
れ
た
隔
地
者
間
取
引
に
お
け
る
消
費
者
保
護
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
電
子

商
取
引
事
業
者
の
み
な
ら
ず
、
カ
タ
ロ
グ
配
布
な
ど
を
行
う
通
信
販
売
取
引
事
業
者
一
般
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
明
確
に
す
べ
き

こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
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三　

消
費
者
・
事
業
者
間
の
情
報
の
非
対
称
性
の
縮
減

１　

情
報
に
対
す
る
権
利
（direito à inform

ação

）

　

契
約
締
結
の
意
思
決
定
を
行
う
に
あ
た
り
、
そ
の
本
質
的
な
要
素
を
「
情
報
」
が
提
供
す
る
場
合
、
当
該
「
情
報
」
は
法
的
規
制

の
対
象
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
の
「
情
報
」
の
法
的
規
制
は
、
情
報
提
供
義
務
の
強
化
と
い
っ
た
新
た
な
行
為

義
務
の
追
加
と
な
る
場
合
と
、
消
費
者
が
熟
慮
の
上
で
意
思
決
定
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
量
の
調
節
と
な
る
場
合
の
両
者
が
あ
り

得
る（（（
（

。

　

電
子
商
取
引
に
お
け
る
消
費
者
の
特
別
な
脆
弱
性
は
、
事
業
者
の
正
体
を
特
定
し
認
識
で
き
な
い
こ
と
、
契
約
締
結
前
に
製
品
・

役
務
を
実
体
験
で
き
な
い
こ
と
、
及
び
、
製
品
・
役
務
の
現
実
の
引
渡
し
・
提
供
に
関
す
る
不
確
実
性
と
い
っ
た
、
物
理
的
距
離
を

伴
う
隔
地
者
間
取
引
で
あ
る
こ
と
か
ら
惹
起
さ
れ
る（（（
（

。
ま
た
、
広
範
な
選
択
可
能
性
を
有
す
る
が
ゆ
え
に
情
報
量
が
か
え
っ
て
膨
大

と
な
る
上
、
適
切
な
連
続
性
に
お
い
て
情
報
が
提
示
さ
れ
ず
に
、
ま
た
、
当
該
消
費
者
の
た
め
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
た
情
報
の
受

信
や
リ
ン
ク
に
よ
る
誘
導
に
よ
り
、
逆
に
実
質
的
な
意
味
で
極
端
な
情
報
不
足
に
陥
っ
て
い
る（（（
（

。
こ
れ
ら
の
消
極
的
要
素
を
減
殺
す

べ
く
、
消
費
者
の「
情
報
に
対
す
る
権
利
（direito à inform

ação

）」は
、
対
面
販
売
の
場
合
よ
り
広
く
認
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
電
子
商
取
引
法
案
で
は
、
新
た
な
情
報
関
連
義
務
を
事
業
者
に
課
し
て
い
る
。
そ
の
要
点
は
、
事
業
者
自
身
に
関
す
る

情
報
、
契
約
目
的
（
申
込
み
、
製
品
・
役
務
）
に
関
す
る
情
報
、
及
び
、
消
費
契
約
の
内
容
に
関
す
る
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス

（acesso

）
と
、
可
変
性
あ
る
情
報
の
確
認
（com

provação

）
を
消
費
者
に
と
っ
て
容
易
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

２　

情
報
ア
ク
セ
ス
の
容
易
化

　

㈠　

画
面
上
の
義
務
的
記
載
事
項
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⑴　

事
業
者
に
関
す
る
情
報

　

第
四
五
︲
Ｂ
条
で
は（（（
（

、「
第
三
一
条（（（
（

及
び
三
三
条（（（
（

の
規
定
を
害
す
る
こ
と
な
く
」、
事
業
者
が
画
面
上
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
定
め
、

一
号
・
二
号
に
お
い
て
契
約
相
手
方
（
事
業
者
）
に
関
す
る
情
報
を
規
定
す
る
。
一
号
（「
事
業
者
の
会
社
の
商
号
及
び
財
務
省
の
登
記

記
録
記
載
の
会
社
法
人
番
号
」）
は
、
契
約
相
手
方
た
る
事
業
者
の
特
定
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
二
号
（「
住
所
及
び
電
子
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
、
な
ら
び
に
、
そ
の
所
在
確
認
、
連
絡
及
び
裁
判
文
書
や
Ａ
Ｄ
Ｒ
文
書
の
受
領
の
た
め
に
必
要
な
そ
の
他
の
情
報
」）
は
、
事
業
者
と

の
連
絡
手
段
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
裁
判
通
知
や
裁
判
外
通
知
を
送
達
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事

業
者
に
関
す
る
情
報
は
、
取
引
上
の
問
題
（
個
人
情
報
流
出
な
ど
）
や
製
品
・
役
務
の
欠
陥
や
瑕
疵
、
そ
の
他
の
損
害
が
あ
っ
た
場

合
に
、
誰
に
対
し
て
各
種
手
続
を
行
う
か
を
知
り
得
る
た
め
に
特
に
重
要
と
な
る
。

　

本
条
に
対
し
て
は
、
本
文
に
つ
き
「
第
三
一
条
及
び
三
三
条
の
規
定
を
害
す
る
こ
と
な
く
」
と
い
う
表
現
を
（
修
正
案
第
四
四
︲

Ｂ
条
本
文
）「
本
法
典
の
規
定
を
害
す
る
こ
と
な
く
」
と
い
う
表
現
に
改
め
、
さ
ら
に
、「
電
磁
的
方
法
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
方

法
を
利
用
す
る
製
品
及
び
役
務
の
事
業
者
は
、」
と
い
う
表
現
を
「
消
費
契
約
の
申
込
み
又
は
締
結
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
電
磁
的

サ
イ
ト
又
は
そ
の
他
の
電
磁
的
方
法
は
、」
と
い
う
表
現
に
改
め
る
べ
き
こ
と
、
な
ら
び
に
、
本
条
各
号
の
規
定
が
例
示
列
挙
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
「
等
（dentre outras

）」
と
い
う
文
言
を
追
加
す
べ
き
こ
と
を
内
容
と
す
る
修
正
案
が
提
示
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
一
号
に
つ
い
て
は
、「
財
務
省
の
登
記
記
録
記
載
の
会
社
法
人
番
号
」
と
い
う
表
現
を
「
財
務
省
の
自
然
人
登
録
番
号

又
は
会
社
法
人
番
号
」
と
い
う
表
現
に
改
め
る
べ
き
こ
と
、
さ
ら
に
、
二
号
に
つ
い
て
は
、「
そ
の
所
在
確
認
、
連
絡
及
び
裁
判
文

書
や
Ａ
Ｄ
Ｒ
文
書
の
受
領
の
た
め
に
必
要
な
そ
の
他
の
情
報
」
と
い
う
表
現
を
「
そ
の
所
在
確
認
と
連
絡
の
た
め
に
必
要
な
そ
の
他

の
情
報
」
と
い
う
表
現
に
縮
小
す
べ
き
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　

⑵　

情
報
開
示
義
務

　

さ
ら
に
必
要
に
応
じ
て
、
事
業
者
は
、
そ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
名
称
と
連
絡
先
、
な
ら
び
に
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
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及
び
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
名
称
と
連
絡
先
を
消
費
者
保
護
機
関
や
検
察
庁
に
知
ら
せ
る
義
務
を
負
う
（
第
四
五
︲
Ｃ
条
五
号（

（（
（

）。

法
令
違
反
の
場
合
に
、
こ
れ
ら
の
情
報
が
事
業
者
へ
の
行
政
制
裁
適
用
に
多
大
な
実
効
性
を
付
与
す
る
こ
と
に
な
る（（（
（

。

　
　

⑶　

契
約
目
的
（
申
込
み
、
製
品
・
役
務
）
に
関
す
る
情
報

　

続
い
て
第
四
五
︲
Ｂ
条
で
は
、
三
号
か
ら
七
号
に
お
い
て
、
契
約
目
的
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、
引
渡
し
費
用
や
保
険
費
用
な

ど
発
生
し
得
る
あ
ら
ゆ
る
付
帯
費
用
の
区
分
を
含
む
、
製
品
又
は
役
務
の
総
額
（
三
号
）、
支
払
方
法
、
履
行
方
法
、
在
庫
の
有
無

又
は
引
渡
し
方
法
を
含
む
、
申
込
み
の
詳
細
と
条
件
（
四
号
）、
製
品
又
は
役
務
の
本
質
的
特
徴
（
五
号
）、
価
格
を
含
む
申
込
み
の

有
効
期
間
（
六
号
）、
役
務
の
履
行
期
間
又
は
製
品
の
引
渡
し
も
し
く
は
在
庫
の
期
間
（
七
号
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

対
面
取
引
で
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
様
々
な
事
業
者
間
で
比
較
的
統
一
性
を
有
し
、
原
則
と
し
て
消
費
者
が
事
前
に
認
識
し
て

い
る
こ
と
が
多
い
。
事
前
に
認
識
し
て
い
な
い
場
合
で
も
容
易
に
取
得
可
能
な
情
報
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
電
子
的
取
引
で
は
状
況
は

逆
転
し
、
当
該
情
報
は
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
店
舗
間
で
大
き
く
異
な
り
、
消
費
者
に
よ
る
事
前
認
識
が
困
難
で
あ
る
上
、
相
手
方
不
在
の

た
め
情
報
取
得
も
容
易
で
は
な
い
。

　

販
売
事
業
者
そ
れ
自
身
や
販
売
製
品
・
役
務
そ
れ
自
体
と
同
一
物
理
的
環
境
に
消
費
者
が
い
な
い
と
い
う
事
実
は
、
購
入
の
意
思

決
定
を
そ
れ
だ
け
困
難
に
す
る
。
ゆ
え
に
、
第
四
五
︲
Ｂ
条
所
定
の
契
約
目
的
に
関
す
る
情
報
の
事
前
認
識
は
、
消
費
者
の
自
主
的

か
つ
合
理
的
な
意
思
決
定
の
た
め
の
本
質
的
要
素
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
画
面
情
報
を
よ
り
明
白
（visível

）、
明
解
（clara

）、

簡
潔
（precisa

）
か
つ
完
全
（com

pleta

）
に
す
べ
く
、
現
行
法
典
第
三
一
条
及
び
三
三
条
の
情
報
提
供
ル
ー
ル
に
プ
ラ
ス
し
て
電

子
商
取
引
事
業
者
の
情
報
提
供
義
務
を
拡
大
・
強
化
す
る
こ
と
は
、
同
取
引
の
透
明
性
を
高
め
、
消
費
者
の
通
信
・
伝
達
技
術
の
利

用
に
伴
い
増
大
す
る
錯
誤
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
意
味
で（（（
（

、
取
引
安
全
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
四
五
︲
Ｂ
条
三
号
、
四
号
及
び
五
号
に
つ
い
て
は
修
正
案
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
三
号
に
つ
い
て
は
ホ
テ
ル
や
航
空
券
の
予
約

な
ど
に
お
い
て
税
金
等
の
追
加
費
用
を
含
め
た
総
支
払
額
を
予
め
表
示
す
べ
き
こ
と
か
ら
「
金
額
に
お
け
る
、
引
渡
し
費
用
な
ど
の
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あ
ら
ゆ
る
追
加
費
用
の
区
別
」、
四
号
に
つ
い
て
は
契
約
の
コ
ピ
ー
を
利
用
可
能
な
状
態
に
し
て
お
く
こ
と
を
事
業
者
に
義
務
づ
け

る
目
的
で
「
支
払
方
法
、
在
庫
の
有
無
、
役
務
の
履
行
の
方
法
及
び
期
間
、
又
は
、
製
品
・
役
務
の
引
渡
し
と
利
用
可
能
性
の
方
法

及
び
期
間
を
含
む
、
申
込
み
の
全
体
条
件
」、
及
び
、
五
号
「
消
費
者
の
健
康
及
び
安
全
に
対
す
る
危
険
を
含
む
、
製
品
又
は
役
務

の
本
質
的
特
徴
」
と
規
定
す
べ
き
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
七
号
に
つ
い
て
は
削
除
し
た
上
で
、
本
改
正
の
意
図
を
強
化

す
べ
く
、
報
告
担
当
者
（
リ
マ
＝
マ
ル
ケ
ス
）
の
要
請
で
新
七
号
と
し
て
「
申
込
み
の
享
受
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
制
限
に
関
す
る
明

解
か
つ
明
瞭
な
情
報
」
と
規
定
す
べ
き
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
新
規
規
定
と
し
て
、
共
同
購
入
（com

pras coletivas

）
に
関
す
る
条
項
を
盛
り
込
む
修
正
案
が
提
示
さ
れ
て
い
る（（（
（

。

　

㈡　

お
客
様
窓
口
（
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
）
の
設
置

　

第
四
五
︲
Ｃ
条
で
は（（（
（

、
事
業
者
の
義
務
と
し
て
、
お
客
様
窓
口
の
設
置
（
一
号
）
及
び
意
思
表
示
受
領
の
確
認
（
二
号
）
を
定
め

て
い
る
。
電
子
商
取
引
で
は
事
業
者
と
消
費
者
の
物
理
的
接
触
を
欠
く
こ
と
か
ら
、
購
入
の
前
後
を
問
わ
ず
、
製
品
等
に
関
す
る

様
々
な
情
報
の
取
得
が
特
に
困
難
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
消
費
関
係
に
、
対
面
販
売
に
準
じ
た
個
性
・
人
格
（pessoalidade

）
を

付
与
す
る
こ
と
が
、
お
客
様
窓
口
サ
ー
ビ
ス
（Serviço de A

tendim
ento ao Consum

idor: 

Ｓ
Ａ
Ｃ
）
に
期
待
さ
れ
る
役
割
で
あ
る（（（
（

。

お
客
様
窓
口
サ
ー
ビ
ス
は
、
購
入
前
に
お
い
て
は
、
隔
地
者
間
取
引
（
通
信
販
売
）
に
伴
う
製
品
・
役
務
に
関
す
る
情
報
不
足
を
補

い
、
消
費
者
の
情
報
に
対
す
る
権
利
を
強
化
す
る
も
の
と
し
て
機
能
し
、
ま
た
、
購
入
後
に
お
い
て
は
、
ク
レ
ー
ム
等
の
相
談
事
例

の
集
積
と
そ
れ
に
伴
う
Ｓ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
証
明
責
任
の
負
担
に
よ
り
、
そ
の
他
の
消
費
者
の
権
利
に
つ
い
て
も
よ
り
実
効
的
な
保
護
を

期
待
で
き
る（（（
（

。

　

第
四
五
︲
Ｃ
条
に
対
し
て
は
、
お
客
様
窓
口
の
設
置
（
一
号
）
の
前
に
新
一
号
を
挿
入
し
、
消
費
者
の
完
全
な
理
解
を
助
け
る
べ

く
、（
修
正
案
第
四
四
︲
Ｄ
条
一
号
）「
権
利
を
制
限
す
る
条
項
を
強
調
し
た
、
消
費
者
の
選
択
権
の
完
全
な
行
使
に
必
要
な
情
報
を
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伴
っ
て
、
契
約
締
結
前
に
契
約
の
要
約
を
提
示
す
る
こ
と
」
と
規
定
す
べ
き
こ
と
、
及
び
、
二
号
に
対
し
て
は
、「
連
絡
の
受
領
」

と
い
う
表
現
を
（
修
正
案
第
四
四
︲
Ｄ
条
三
号
）「
重
要
な
連
絡
の
受
領
」
と
い
う
表
現
に
改
め
る
べ
き
こ
と
を
内
容
と
す
る
修
正
案

が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　

㈢　

契
約
締
結
過
程
に
お
け
る
表
示
錯
誤
の
訂
正

　
　

⑴　

第
四
五
︲
Ｃ
条
三
号

　

第
四
五
︲
Ｃ
条
三
号
で
は
、
事
業
者
の
義
務
と
し
て
、「
事
後
的
な
放
棄
権
の
行
使
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
契
約
締
結
過
程
に
お

け
る
錯
誤
を
発
見
し
訂
正
し
得
る
手
段
を
消
費
者
に
保
障
す
る
こ
と
」
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
わ
が
国
の
電
子
消
費
者
契

約
法
第
三
条
と
同
趣
旨
の
規
定
で
あ
る（（（
（

。

　

電
子
商
取
引
で
は
、
消
費
者
が
デ
ジ
タ
ル
用
語
に
不
慣
れ
な
中（（（
（

、
性
急
な
ク
リ
ッ
ク
に
よ
り
契
約
締
結
が
行
わ
れ
る
。
し
ば
し
ば

多
数
で
双
方
向
的
な
画
面
の
オ
ー
プ
ン
、
文
章
や
画
像
の
表
示
に
よ
り
、
消
費
者
は
、
錯
誤
に
陥
っ
て
何
ら
か
の
ク
リ
ッ
ク
を
す
る

こ
と
が
あ
り
、
不
本
意
に
契
約
を
締
結
し
得
る
と
の
合
理
的
推
定
が
可
能
で
あ
る（（（
（

。
そ
の
よ
う
な
意
欲
も
認
識
も
な
し
に
、
誤
っ
た

製
品
を
ク
リ
ッ
ク
し
、
不
適
切
な
支
払
い
を
承
認
し
、
意
図
し
な
い
引
渡
し
方
法
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
得
る
電
子
消
費
者
に
対

し
、
締
結
し
よ
う
と
し
て
い
る
契
約
を
容
易
に
再
検
討
す
る
機
会
を
保
障
し
、
そ
の
場
で
錯
誤
を
認
識
し
訂
正
す
る
こ
と
を
可
能
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

⑵　

放
棄
権
（
撤
回
権
・
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
権
）
と
の
関
係

　

さ
ら
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
で
は
、
通
信
販
売
で
あ
っ
て
も
撤
回
権
（
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
権
）
が
認
め
ら
れ
る
た
め

（
第
四
九
条
）、
第
四
五
︲
Ｃ
条
三
号
の
存
在
は
、
事
業
者
と
し
て
も
事
後
の
撤
回
権
行
使
に
よ
る
返
品
リ
ス
ク
を
減
少
さ
せ
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
な
お
、「
事
後
的
な
放
棄
権
の
行
使
を
損
な
う
こ
と
な
く
、」
と
あ
る
よ
う
に
、
消
費
者
は
同
号
の
下
で
の
錯
誤
訂
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正
を
行
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
事
後
の
撤
回
権
の
行
使
を
何
ら
妨
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

３　

情
報
確
認
の
容
易
化
︱
―
確
認
に
対
す
る
権
利
（direito à confirm

ação

）

　

㈠　

契
約
成
立
の
確
認

　

先
述
の
意
思
表
示
受
領
確
認
義
務
（
第
四
五
︲
Ｃ
条
二
号
）
の
存
在
に
加
え
て
、
第
四
五
︲
Ｄ
条
は
、
本
文
で
「
電
磁
的
方
法
又

は
そ
れ
に
類
す
る
方
法
に
よ
る
契
約
締
結
に
お
い
て
、
事
業
者
は
次
の
も
の
を
消
費
者
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
、

一
号
で
「
電
磁
的
方
法
に
お
け
る
も
の
を
含
め
、（
事
業
者
の
）
申
込
み
に
対
す
る
（
消
費
者
の
）
承
諾
の
（
事
業
者
側
で
の
）
受
領
の

速
や
か
な
確
認
」
を
定
め
る
。
同
条
一
号
は
消
費
者
契
約
が
成
立
し
た
か
ど
う
か
、
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
二
号
に
つ
い
て
は
い
か

な
る
内
容
で
成
立
し
た
の
か
を
消
費
者
が
知
る
た
め
に
重
要
な
「
確
認
に
対
す
る
権
利
（direito à confirm

ação

）」
の
具
体
化
で

あ
り
、
さ
ら
に
は
紛
争
に
際
し
て
消
費
者
の
権
利
保
護
の
た
め
の
証
拠
と
し
て
も
機
能
す
る
。
消
費
者
の
（
承
諾
の
）
意
思
表
示
の

確
認
義
務
が
事
業
者
に
課
せ
ら
れ
る
根
拠
と
し
て
、
ロ
レ
ン
ゼ
ッ
チ
は
、
事
業
者
と
消
費
者
間
の
技
術
的
格
差
（
電
子
商
取
引
法
案

第
六
条
一
二
号
参
照
）
を
前
提
と
し
て（（（
（

、
電
磁
的
方
法
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
及
ぶ
範
囲
が
、
事
業
者
の
方
が
消
費
者
よ
り
は

る
か
に
広
範
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る（（（
（

。

　

第
四
五
︲
Ｄ
条
に
対
す
る
修
正
案
と
し
て
、
同
条
一
号
の
前
に
新
規
一
号
を
追
加
し
、（
修
正
案
第
四
四
︲
Ｅ
条
一
号
）「
契
約
締

結
以
前
に
お
い
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
、
理
解
し
や
す
い
言
葉
で
（
書
か
れ
）、
ま
た
、
そ
の
（
ウ
ェ
ブ
）
ペ
ー
ジ
上
で
簡
単
に
視
覚

化
で
き
る
、
契
約
」
と
規
定
す
べ
き
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
電
子
商
取
引
法
案
一
号
所
定
の
契
約
成
立
の
確
認
に
先

だ
っ
て
、
契
約
締
結
前
に
契
約
（
書
）
を
消
費
者
に
送
付
し
そ
の
内
容
を
確
認
し
た
上
で
自
律
的
に
契
約
関
係
を
構
築
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
、
最
大
の
透
明
性
確
保
に
資
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
同
法
案
の
一
号
に
対
す
る
修
正
案
と
し
て
、

（
修
正
案
第
四
四
︲
Ｅ
条
二
号
）「
電
磁
的
方
法
に
お
け
る
も
の
を
含
め
、」
と
い
う
表
現
の
削
除
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
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さ
ら
に
、
第
四
五
︲
Ｄ
条
に
対
す
る
注
目
す
べ
き
修
正
案
と
し
て
、
新
規
四
号
を
追
加
し
、（
修
正
案
第
四
四
︲
Ｅ
条
四
号
）「
撤

回
権
の
行
使
に
際
し
て
の
消
費
者
の
入
力
を
簡
便
化
す
る
特
別
な
書
式
（
フ
ォ
ー
ム
）
又
は
リ
ン
ク
」
を
含
め
る
べ
き
こ
と
、
さ
ら

に
、
補
項
を
新
た
に
加
え
て
、（
修
正
案
第
四
四
︲
Ｅ
条
四
号
補
項
）「
二
号
及
び
四
号
所
定
の
確
認
及
び
書
式
（
フ
ォ
ー
ム
）
が
事
業

者
に
よ
り
送
付
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
第
四
九
条
本
文
所
定
の
期
間
が
さ
ら
に
一
四
日
間
拡
張
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定

す
べ
き
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
補
項
の
規
定
は
、
契
約
締
結
前
の
情
報
提
供
義
務
違
反
に
対
す
る
制
裁
と
し
て
の
機
能
を
撤
回

権
に
持
た
せ
る
べ
く
、
イ
タ
リ
ア
消
費
法
典
第
五
二
条
一
項（（（
（

を
中
心
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
関
係
規
定
を
参
考
に
起
草
さ
れ
た
。
た
だ
し
、

撤
回
権
行
使
の
た
め
の
七
日
間
と
い
う
現
行
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
法
典
（
第
四
九
条
）
の
期
間
を
維
持
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
修

正
案
第
四
四
︲
Ｅ
条
四
号
補
項
の
方
は
当
初
の
三
〇
日
間
か
ら
一
四
日
間
と
い
う
期
間
に
短
縮
さ
れ
た
。

　

㈡　

契
約
内
容
の
確
認

　

第
四
五
︲
Ｄ
条
二
号
で
は
、「
契
約
情
報
の
信
憑
性
、
明
瞭
性
及
び
（
内
容
）
維
持
に
関
す
る
保
障
を
提
供
す
る
、
電
子
書
面
を

含
む
、
何
ら
か
の
書
面
と
し
て
理
解
さ
れ
る
、
耐
久
性
あ
る
媒
体
上
の
契
約
書
類
で
、
さ
ら
に
そ
の
複
製
が
容
易
で
あ
る
も
の
」
と

規
定
す
る
。
同
号
の
趣
旨
は
、
契
約
条
項
が
事
業
者
に
よ
り
事
前
か
つ
一
方
的
に
作
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
契
約
内

容
の
一
方
的
変
更
を
防
止
す
べ
く
、
当
該
契
約
情
報
を
永
久
化
す
る

0

0

0

0

0

こ
と
で
あ
る
。
リ
マ
＝
マ
ル
ケ
ス
は
、
消
費
者
が
気
づ
か
な
い

う
ち
に
契
約
内
容
が
一
方
的
に
変
更
さ
れ
る
リ
ス
ク
は
、
物
理
的
媒
体
へ
の
依
存
の
有
無
に
よ
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
コ
ス
ト
の
観

点
か
ら
、
対
面
取
引
よ
り
も
電
子
商
取
引
の
方
が
は
る
か
に
高
い
こ
と
を
指
摘
す
る（（（
（

。
可
変
性
あ
る
契
約
情
報
を
永
久
化
す
る
義
務

が
事
業
者
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
契
約
内
容
に
関
す
る
証
明
責
任
が
事
業
者
負
担
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
点
で
重
要
で
あ
る
。
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四　

検
討
︱
―
日
本
法
へ
の
示
唆

１　

情
報
ア
ク
セ
ス
に
対
す
る
権
利
保
障
と
私
法
上
の
効
果

　

㈠　

契
約
不
履
行
責
任

　

画
面
上
の
義
務
的
記
載
事
項
に
関
し
て
、
わ
が
国
の
特
定
商
取
引
法
第
一
一
条
で
は
、
販
売
価
格
又
は
役
務
の
対
価
及
び
送
料

（
一
号
）、
代
金
（
対
価
）
の
支
払
時
期
・
方
法
（
二
号
）、
商
品
の
引
渡
し
時
期
（
権
利
の
移
転
時
期
・
役
務
の
提
供
時
期
）（
三
号
）、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
関
す
る
事
項
（
及
び
返
品
特
約
）（
四
号
）、
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
（
五
号
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
同
条
五

号
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
、
事
業
者
の
氏
名
（
名
称
）・
住
所
・
電
話
番
号
（
特
商
規
第
八
条
一
号
）、
業
務
責
任
者
（
同
二
号
）、

申
込
み
の
有
効
期
限
（
同
三
号
）、
販
売
価
格
又
は
役
務
の
対
価
及
び
送
料
以
外
に
購
入
者
負
担
の
金
銭
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
内

容
と
金
額
（
同
四
号
）、
瑕
疵
担
保
責
任
の
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
内
容
（
同
五
号
）
…
…
を
記
載
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
ブ
ラ
ジ
ル
電
子
商
取
引
法
案
第
四
五
︲
Ｂ
条
所
定
の
義
務
的
記
載
事
項
と
比
較
す
る
と
、
事
業
者
に
関
す
る
情
報
に
大
き

な
違
い
は
な
い
が
、
契
約
目
的
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
で
は
こ
れ
ら
の
記
載
が
契
約
の
申
込
み
、

す
な
わ
ち
、
第
三
〇
条
所
定
の
「
広
告
的
申
込
み
（oferta publicitária

）」
と
し
て
の
効
果
（
申
込
み
の
拘
束
力
・
承
諾
適
格
）
を
有

す
る
の
に
対
し
、
わ
が
国
の
通
信
販
売
広
告
は
申
込
み
の
誘
引
に
す
ぎ
な
い
こ
と
か
ら（（（
（

、
製
品
・
役
務
の
本
質
的
特
徴
（
五
号
）
や

申
込
み
の
有
効
期
間
（
六
号
）、
在
庫
（
七
号
）
と
い
っ
た
契
約
成
立
に
向
け
て
必
要
な
記
載
を
要
求
す
る
と
い
う
違
い
が
理
論
的
に

生
じ
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
第
三
〇
条
は
、
第
五
章
「
取
引
行
為
」
第
二
節
「
申
込
み
」（
第
三
〇
条
か
ら
三
五
条
）
に
置
か
れ
、

契
約
締
結
過
程
で
消
費
者
に
提
供
さ
れ
得
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
の
真
実
性
と
事
業
者
の
誠
実
行
動
を
保
証
す
べ
く
、
民
法
上
で
は
申
込

み
の
誘
引
に
す
ぎ
な
い
広
告
に
つ
き
、「
広
告
的
申
込
み
」
な
る
概
念
の
下
で
事
業
者
を
常
に
契
約
の
申
込
者
と
し
消
費
者
を
承
諾



16

法学研究 87 巻 12 号（2014：12）

者
と
し
て
、
契
約
成
立
段
階
に
お
け
る
両
当
事
者
の
配
役
を
転
換
す
る
。
広
告
中
の
意
思
表
示
の
錯
誤
は
、
事
業
者
の
負
担
す
べ
き

リ
ス
ク
と
さ
れ
る
。
こ
の
結
果
、
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
第
三
五
条
に
基
づ
き
、
同
法
典
第
一
八
条
の
（
心
理
的
）
瑕
疵
担
保

責
任
と
と
も
に
、
契
約
責
任
の
追
及
と
し
て
、
強
制
履
行
請
求
、
代
物
請
求
な
ら
び
に
解
除
（
及
び
履
行
利
益
賠
償
）
か
ら
選
択
し

て
請
求
で
き
る（（（
（

。

　

こ
れ
に
対
し
、
日
本
法
で
は
、
広
告
を
含
め
消
費
者
契
約
締
結
過
程
の
責
任
に
つ
い
て
、
消
費
者
契
約
法
や
特
定
商
取
引
法
の
取

消
し
、
金
融
商
品
販
売
法
の
説
明
義
務
違
反
に
基
づ
く
信
頼
利
益
賠
償
、
及
び
、
民
法
上
の
債
務
不
履
行
（
第
四
一
五
条
）
や
瑕
疵

担
保
（
第
五
七
〇
条
）
に
基
づ
く
契
約
責
任
の
追
及
に
限
ら
れ
る（（（
（

。
特
別
法
の
下
で
の
取
消
権
行
使
に
つ
い
て
も
、
事
業
者
に
よ
る

広
告
表
示
と
消
費
者
に
よ
る
契
約
の
申
込
み
締
結
と
の
間
の
客
観
的
因
果
関
係
が
要
求
さ
れ（（（
（

、
不
特
定
多
数
向
け
の
広
告
表
示
の
場

合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
客
観
的
因
果
関
係
の
存
否
が
明
確
で
は
な
い（（（
（

。
と
は
い
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
の
場
合
、
消
費
者
は
広

告
表
示
の
み
で
取
引
の
相
手
方
の
信
頼
性
、
商
品
の
内
容
や
品
質
を
判
断
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
広
告
表
示
が
消
費
者
の
購

入
に
係
る
動
機
を
形
成
し
、
効
果
意
思
を
支
配
す
る
と
い
っ
て
よ
い
。
と
す
れ
ば
、「
広
告
を
見
た
こ
と
」
と
「
取
引
を
す
る
こ
と
」

と
の
間
に
は
「
必
然
的
な
関
係
」
に
近
い
結
び
つ
き
が
あ
る
と
い
え
る（（（
（

。
こ
の
点
、
消
費
者
契
約
法
第
四
条
に
関
す
る
裁
判
例
の
分

析
に
お
い
て
、
重
要
事
項
と
不
実
告
知
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
消
費
者
の
誤
認
と
因
果
関
係
の
存
否
は
あ
ま
り
議
論
さ
れ
る
こ
と
な
く

認
め
ら
れ
る
の
が
通
例
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
お
り（（（
（

、
同
法
の
見
直
し
に
際
し
て
、
第
四
条
の
「
勧
誘
」
の
解
釈
に
広
告
な
ど
を
含

め
る
方
向
で
の
対
応
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る（（（
（

。

　

義
務
的
記
載
事
項
違
反
の
効
果
と
し
て
、
特
定
商
取
引
法
で
は
、
指
示
（
第
一
四
条
）
や
業
務
停
止
（
第
一
五
条
）
と
い
っ
た
行

政
処
分
を
受
け
る
の
に
対
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
で
は
、
行
政
制
裁
（
第
五
六
条
）
及
び
刑
事
制
裁
（
第
六
六
条
）
に

加
え
て
、
第
三
五
条
所
定
の
契
約
不
履
行
責
任
を
負
う
と
い
う
違
い
が
あ
る
の
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
日
本
法
に
お
い

て
は
、
瑕
疵
担
保
責
任
特
約
（
特
商
規
第
八
条
一
項
五
号
）
の
効
果
と
し
て
代
物
請
求
等
が
可
能
で
あ
る
。
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最
後
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
電
子
商
取
引
法
案
第
四
五
︲
Ｃ
条
一
号
所
定
の
お
客
様
窓
口
設
置
義
務
は
、
契
約
締
結
過
程
に
お
い
て
第
四

五
︲
Ｂ
条
の
趣
旨
を
補
完
す
る
機
能
を
有
す
る
と
い
え
よ
う
。

　

㈡　

錯
誤
リ
ス
ク
と
の
関
係

　

わ
が
国
の
民
法
上
、
動
機
錯
誤
の
法
的
顧
慮
判
断
に
お
け
る
考
慮
要
素
に
つ
い
て
、
契
約
内
容
化
の
有
無
は
、
契
約
類
型
や
そ
の

性
質
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
も
、
最
終
的
に
は
、
当
該
当
事
者
間
の
契
約
を
め
ぐ
る
個
別
事
情
に
よ
っ
て
判
定
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る（（（
（

。
第
一
に
、
合
意
に
つ
い
て
当
該
事
項
（
事
実
認
識
）
が
、
契
約
書
や
契
約
締
結
の
前
提
と
さ
れ
た
説
明
書
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
に
記
載
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、
そ
れ
が
契
約
に
取
り
込
ま
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
が
多
く
な
っ
て
く
る
。
こ
の
点
、

一
般
的
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
民
法
上
は
、
そ
れ
が
当
該
契
約
の
締
結
に
至
る
ま
で
の
交
渉
の
中
で
、
修
正
・
変
更
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
得
る
の
で
、
ど
こ
ま
で
が
契
約
の
前
提
と
さ
れ
た
の
か
を
他
の
諸
事
情
に
基
づ
い
て
見
極
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
る

が
（
（（
（

、
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
で
は
、
前
述
の
第
三
〇
条
に
よ
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
内
容
が
事
業
者
側
の
契
約
申
込
み
の
意
思
表

示
と
し
て
当
然
に
契
約
内
容
化
さ
れ
る
。
第
二
に
、
契
約
交
渉
過
程
に
お
け
る
両
当
事
者
の
言
動
も
内
容
化
判
断
に
と
っ
て
重
要
な

考
慮
要
素
で
あ
る
。
表
意
者
（
錯
誤
主
張
者
）
が
契
約
締
結
時
ま
で
に
相
手
方
に
告
げ
た
内
容
を
相
手
方
自
身
も
承
知
し
そ
れ
を
前

提
と
し
て
契
約
が
締
結
さ
れ
た
場
合
や
、
相
手
方
か
ら
虚
偽
の
説
明
が
あ
り
そ
れ
を
信
じ
た
こ
と
が
当
該
契
約
締
結
の
決
定
的
原
因

と
な
っ
た
場
合
に
契
約
内
容
化
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
表
意
者
が
単
に
自
己
の
個
人
的
な
動
機
を
相
手
方
に

告
げ
た
だ
け
の
場
合
や
、
目
的
物
の
性
状
や
そ
の
価
値
を
左
右
す
る
よ
う
な
周
辺
の
諸
要
因
に
つ
い
て
も
、
表
意
者
（
錯
誤
主
張
者
）

が
自
己
の
鑑
識
や
見
通
し
を
相
手
方
に
伝
え
る
だ
け
で
は
、
未
だ
内
容
化
は
認
め
ら
れ
な
い
。
当
該
事
実
が
存
在
す
る
と
い
う
希
望

的
観
測
に
基
づ
い
て
表
意
者
が
契
約
を
締
結
し
た
と
し
て
も
、
契
約
外
の
事
情
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
が
事
実
と
異
な
る
場
合
の
リ
ス
ク

は
表
意
者
が
負
担
す
る
べ
き
も
の
と
な
る（（（
（

。
以
上
の
わ
が
国
の
民
法
上
の
処
理
に
対
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
電
子
商
取
引
法
案
で
は
、
画
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面
情
報
を
適
切
に
提
供
す
る
義
務
（
法
案
第
四
五
︲
Ｂ
条
）
に
加
え
て
、
お
客
様
窓
口
設
置
義
務
・
意
思
表
示
受
領
確
認
義
務
（
法
案

第
四
五
︲
Ｃ
条
）
及
び
契
約
成
立
・
契
約
内
容
確
認
義
務
（
法
案
第
四
五
︲
Ｄ
条
）
を
事
業
者
に
課
す
こ
と
で
、
両
当
事
者
に
お
い
て

前
提
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
当
該
契
約
の
目
的
が
何
で
あ
る
か
を
誤
解
の
な
い
よ
う
に
具
体
的
に
確
定
す
る
こ
と
が
事
業
者
に
要
請
さ

れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
一
方
当
事
者
た
る
消
費
者
の
契
約
締
結
の
目
的
に
す
ぎ
な
い
と
い
え
る
場
合
は
、
非
常
に
狭
い
も
の
と
な
ろ

う
。
消
費
者
の
リ
ス
ク
負
担
と
な
る
べ
き
よ
う
な
場
合
と
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
の
原
理
原
則
主
義
的
性
質
に
基
づ
い
て
、

契
約
当
事
者
と
し
て
事
業
者
の
み
な
ら
ず
消
費
者
に
も
要
請
さ
れ
る
信
義
誠
実
行
動
（boa-fé objetiva

）
の
違
背
が
認
め
ら
れ
る
場

合
で
あ
り
、
消
費
者
撤
回
権
の
行
使
を
権
利
濫
用
と
し
て
制
限
す
る
根
拠
と
共
通
す
る（（（
（

。

２　

情
報
確
認
に
対
す
る
権
利
保
障
と
私
法
上
の
効
果

　

㈠　

意
思
表
示
受
領
・
契
約
成
立
・
契
約
内
容
の
確
認
義
務

　

消
費
者
の
各
種
意
思
表
示
に
関
す
る
事
業
者
の
確
認
義
務
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
で
は
、
前
払
式
通
信
販
売
取
引
の
場
合
に
、
事

業
者
に
対
し
て
承
諾
な
ど
の
通
知
義
務
を
課
し
て
い
る
（
特
商
法
第
一
三
条
）。
同
取
引
で
は
、
事
業
者
に
と
っ
て
代
金
の
回
収
が
確

保
さ
れ
る
た
め
極
め
て
有
利
な
取
引
で
あ
る
一
方
で
、
消
費
者
・
購
入
者
に
と
っ
て
は
事
業
者
側
の
債
務
が
履
行
さ
れ
る
か
否
か
の

不
安
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
消
費
者
・
購
入
者
の
保
護
と
取
引
上
の
法
的
安
定
を
図
る
た
め
、
遅
滞
な
く
「
書
面
」
又
は
「
電
磁
的
方

法
」
に
よ
る
通
知
義
務
を
事
業
者
に
課
し
て
い
る（（（
（

。
ま
た
、
わ
が
国
で
は
、
訪
問
販
売
取
引
規
制
と
し
て
、
書
面
交
付
義
務
が
定
め

ら
れ
て
い
る
（
特
商
法
第
四
条
・
五
条
）。
こ
れ
を
定
め
た
趣
旨
は
、
訪
問
販
売
と
い
う
取
引
手
法
が
不
意
打
ち
的
で
あ
り
、
か
つ
攻

撃
的
な
取
引
態
様
を
帯
び
る
こ
と
か
ら
、
購
入
者
等
に
お
い
て
そ
の
取
引
内
容
を
十
分
に
理
解
せ
ず
、
そ
の
場
合
の
多
く
は
取
引
意

思
も
不
確
定
な
状
態
で
契
約
関
係
に
入
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
こ
れ
を
防
止
し
て
購
入
者
等
の
利
益
を
保
護
し
、
取
引
の
公
正
を
期

す
る
こ
と
に
あ
る（（（
（

。
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こ
の
点
、
ブ
ラ
ジ
ル
電
子
商
取
引
法
案
第
四
五
︲
Ｃ
条
二
号
、
第
四
五
︲
Ｄ
条
本
文
及
び
二
号
で
は
、
電
子
商
取
引
一
般
に
お
い

て
、
消
費
者
の
各
種
意
思
表
示
の
確
認
義
務
を
含
め
、
契
約
成
立
と
契
約
内
容
の
確
認
義
務
を
事
業
者
に
課
し
て
い
る
。
確
か
に
、

訪
問
販
売
に
お
い
て
典
型
的
な
不
意
打
ち
性
（
心
理
的
瑕
疵
）
は
通
信
販
売
で
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
と
同
様
に
、
購
入

者
等
に
お
い
て
そ
の
取
引
内
容
を
十
分
に
理
解
せ
ず
、
取
引
意
思
も
不
確
定
な
状
態
で
契
約
関
係
に
入
ら
ざ
る
を
得
な
い
情
報
の
瑕

0

0

0

0

疵0

が
通
信
販
売
に
は
存
在
す
る（（（
（

。
ゆ
え
に
、
前
払
式
通
信
販
売
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
電
子
商
取
引
一
般
に
お
い
て
情
報
確
認

義
務
を
事
業
者
に
課
す
意
義
は
大
き
い
と
考
え
る
。

　

㈡　

意
思
表
示
の
効
力
発
生
時
期
・
契
約
の
成
立
時
期

　
　

⑴　

ブ
ラ
ジ
ル
民
法
に
お
け
る
取
扱
い

　

二
〇
〇
二
年
に
成
立
し
二
〇
〇
三
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
新
民
法
で
は
、
特
別
部
（Parte especial

（
（（
（

）
第
一
巻
「
債
務

法
」
第
五
編
「
契
約
一
般
」
第
一
章
「
総
則
」
第
二
款
「
契
約
の
成
立
」（
第
四
二
七
条
か
ら
四
三
五
条
）
に
お
い
て
、
日
本
民
法
第

五
二
一
条
以
下
の
「
契
約
の
成
立
」
に
相
当
す
る
規
定
を
置
い
て
い
る
。

　

申
込
み
の
撤
回
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
第
四
二
七
条
に
お
い
て
申
込
み
の
拘
束
力
を
定
め
、
続
く
第
四
二
八
条
で
申
込
み
の
拘
束

力
の
例
外
と
し
て
、
一
号
「
対
話
者
に
対
し
て
期
間
を
定
め
ず
に
な
さ
れ
た
申
込
み
が
、
即
座
に
承
諾
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
。
電
話

又
は
そ
れ
に
類
す
る
伝
達
手
段
に
よ
り
契
約
す
る
者
も
ま
た
対
話
者
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
」、
二
号
「
隔
地
者
に
対
し
て
期
間
を
定

め
ず
に
な
さ
れ
た
申
込
み
に
対
す
る
返
答
が
申
込
者
の
認
識
に
達
す
る
の
に
十
分
な
時
間
が
経
過
し
た
場
合
」、
三
号
「
隔
地
者
に

対
し
て
な
さ
れ
た
申
込
み
に
対
す
る
返
答
が
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
発
信
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
」、
四
号
「
申
込
み
以
前
又
は
同
時

に
、
申
込
者
の
撤
回
が
他
方
当
事
者
の
認
識
に
達
し
た
場
合
」
と
す
る
。
同
条
に
よ
れ
ば
、
隔
地
者
に
対
す
る
申
込
み
の
意
思
表
示

は
、
期
間
を
定
め
な
い
場
合
は
申
込
者
の
認
識
下
へ
の
承
諾
到
達
に
要
す
る
十
分
な
期
間
、
期
間
を
定
め
た
場
合
は
そ
の
期
間
内
に
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承
諾
が
発
信
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
い
ず
れ
も
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
な
い（（（
（

。

　

ま
た
、
契
約
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
第
四
三
四
条
に
お
い
て
、
本
文
で
「
隔
地
者
間
の
契
約
は
、
次
の
場
合
を
除
き
、
承
諾

が
発
信
さ
れ
た
時
に
成
立
す
る
」
と
し
、
一
号
「
前
条
の
場
合
」、
二
号
「
申
込
者
が
返
答
を
待
つ
こ
と
を
約
束
し
た
場
合
」、
三
号

「
承
諾
が
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
到
達
し
な
い
場
合
」
と
す
る
。
本
条
一
号
の
「
前
条
の
場
合
」
と
は
第
四
三
三
条
を
指
し
、
同
条

で
は
「
承
諾
以
前
又
は
同
時
に
、
承
諾
者
の
撤
回
が
申
込
者
に
到
達
す
る
場
合
、
承
諾
は
存
在
し
な
い
も
の
と
す
る
」
と
規
定
す
る
。

　

ま
ず
、
承
諾
は
、
私
的
自
治
を
基
礎
と
し
、
受
領
を
要
す
る
意
思
表
示
で
あ
り
、
ま
た
、
法
律
関
係
の
形
成
を
目
的
と
す
る
も
の

で
あ
る
か
ら（（（
（

、
意
思
の
受
領
を
要
す
る
片
務
的
な
法
律
行
為
（negócio jurídico unilateral, receptício de vontade

）
た
る
性
質

を
有
す
る
。
第
四
三
三
条
所
定
の
承
諾
の
撤
回
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
承
諾
に
続
い
て
起
こ
る
意
思
表
示
に
よ
り
、
法
律
関
係

の
不
成
立
に
つ
い
て
申
込
者
に
認
識
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
承
諾
も
そ
の
撤
回
も
法
律
行
為
（negócio jurídico

）
で
あ
る

以
上
、
そ
の
存
在
（existência

）、
有
効
性
（validade

）
及
び
効
力
発
生
（eficácia

）
と
い
う
三
要
素
に
関
す
る
検
証
の
篩
を
通
過

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（（
（

。
隔
地
者
間
の
法
律
行
為
に
つ
い
て（（（
（

、
ブ
ラ
ジ
ル
民
法
は
、
承
諾
発
信
時
を
契
約
成
立
時
期
と
す
る
が
（
第

四
三
四
条
本
文
）、
前
述
の
三
要
素
の
篩
に
従
え
ば
、
承
諾
は
承
諾
者
に
よ
る
そ
の
発
信
時
点
か
ら
存
在
（existente

）
し
有
効

（válida

）
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
効
力
発
生
（eficácia

）
は
申
込
者
に
よ
る
受
領
時
点
に
か
か
ら
し
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る（（（
（

。

し
た
が
っ
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
民
法
で
は
、
承
諾
の
撤
回
の
場
合
に
、
発
信
主
義
（
第
四
三
四
条
本
文
）
を
柔
軟
化
し
緩
和
す
る
こ
と
に

よ
り
、
実
際
に
は
到
達
主
義
に
よ
り
契
約
の
成
立
を
認
め
る
も
の
で
あ
る（（（
（

。

　

次
に
、
隔
地
者
間
の
契
約
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
定
め
る
第
四
三
四
条
そ
れ
自
体
を
検
証
す
る
と
、
本
文
で
は
発
信
主
義
を
原
則

と
し
つ
つ
、
各
号
で
は
例
外
的
に
到
達
主
義
を
採
用
す
る
よ
う
に
読
め
る（（（
（

。
こ
の
点
、
近
時
の
通
説
は
、
例
外
の
多
大
な
る
広
範
性（（（
（

、

及
び
、
契
約
の
成
立
時
期
そ
れ
自
体
よ
り
も
取
引
の
有
効
性
に
関
し
て
当
事
者
が
望
む
法
的
安
定
性
の
確
保
を
理
由
に（（（
（

、
到
達
主
義

を
原
則
と
す
る
傾
向
に
あ
る
。
広
範
な
例
外
と
は
、
同
条
一
号
か
ら
三
号
の
こ
と
で
あ
る
。
一
号
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
と
お
り
で
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あ
る
。
二
号
に
つ
い
て
は
、
申
込
者
が
返
答
を
待
つ
こ
と
を
約
束
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
返
答
が
申
込
者
の
認
識
に
到
達
す
る
の

に
十
分
な
期
間
の
経
過
後
に
は
申
込
者
は
自
身
の
申
込
み
に
拘
束
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
（
第
四
二
八
条
二
号
）、
了
知
主
義（（（
（

で
は

な
く
到
達
主
義
に
よ
る
契
約
の
成
立
を
認
め
る
も
の
で
あ
る（（（
（

。
三
号
に
つ
い
て
は
、
承
諾
期
間
を
定
め
た
申
込
み
が
な
さ
れ
、
そ
の

期
間
内
の
承
諾
の
発
信
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
第
四
二
八
条
三
号
）、
当
該
承
諾
が
同
期
間
よ
り
も
遅
れ
て
到
達
し
た
場
合
に
、
申
込
者

を
拘
束
せ
ず
、
契
約
も
成
立
し
な
い
こ
と
を
定
め
て
お
り
、
改
め
て
到
達
主
義
に
よ
る
契
約
の
成
立
を
認
め
る
も
の
で
あ
る（（（
（

。
こ
の

こ
と
は
、
第
四
三
〇
条
に
お
い
て（（（
（

、
承
諾
期
間
内
に
発
信
さ
れ
た
承
諾
が
同
期
間
よ
り
も
遅
れ
て
到
達
し
た
場
合
に
、
承
諾
者
に
対

し
て
そ
の
事
実
を
知
ら
せ
る
義
務
を
申
込
者
に
課
し
て
お
り
、
同
義
務
違
反
に
際
し
て
は
損
害
賠
償
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
ウ
ィ
ー
ン
売
買
条
約
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
）
が
立
法
府
デ
ク
レ
ト538/2012

号
に
よ
り
批
准
さ
れ
、
二
〇

一
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
も
、
発
信
主
義
に
対
す
る
例
外
規
定
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
第

二
三
条
で
は
申
込
み
に
対
す
る
承
諾
が
有
効
と
な
っ
た
と
き
に
契
約
の
成
立
を
認
め
、
同
第
一
八
条
で
は
、
承
諾
が
申
込
者
に
到
達

し
た
時
点
で
有
効
と
な
る
と
し
て
お
り
、
隔
地
者
間
の
契
約
成
立
時
期
に
つ
い
て
正
面
か
ら
到
達
主
義
を
採
用
す
る
。

　

以
上
よ
り
、
第
四
三
四
条
本
文
の
定
め
る
発
信
主
義
は
、
発
信
至
上
主
義
で
は
な
く
、
緩
和
さ
れ
た

0

0

0

0

0

発
信
主
義
（teoria da 

expedição m
itigada

）
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

⑵　

電
子
商
取
引
へ
の
応
用

　

第
一
の
前
提
と
し
て
、
消
費
者
保
護
法
典
第
三
〇
条
に
よ
り
常
に
申
込
者
と
な
る
事
業
者
の
行
う
広
告
に
よ
る
申
込
み
の
意
思
表

示
は
、
民
法
第
四
二
九
条（（（
（

の
定
め
る
「
公
衆
に
対
す
る
申
込
み
（oferta ao público

）」
に
類
似
す
る
も
の
の
、
申
込
み
の
有
効
要

件
が
両
者
で
異
な
る（（（
（

。
そ
の
た
め
、
両
申
込
み
を
完
全
に
パ
ラ
レ
ル
に
考
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
般
論
と
し
て
、
公
衆
に

対
す
る
申
込
み
の
撤
回
に
つ
い
て
は
、
同
条
補
項
に
定
め
る
と
お
り
、
広
告
上
で
そ
の
権
限
を
留
保
し
、
撤
回
の
広
告
を
新
た
に
行
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う
こ
と
で
有
効
に
な
さ
れ
得
る
。

　

第
二
の
前
提
と
し
て
、
電
子
商
取
引
に
お
け
る
意
思
表
示
の
う
ち
、
申
込
み
の
意
思
表
示
の
発
信
と
そ
れ
に
対
す
る
承
諾
の
意
思

表
示
と
の
間
に
有
意
な
時
間
的
間
隔
（intervalo significativo/ lapso tem
poral

）
が
存
在
す
る
場
合（（（
（

、
隔
地
者
間
の
意
思
表
示
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
チ
ャ
ッ
ト
空
間
や
ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
を
通
じ
た
契
約
締
結
で
は
、
申
込
者
と
承
諾
者
の
間
に
双
方
向

性
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
対
話
者
間
の
契
約
と
な
る
が
、
電
子
メ
ー
ル
を
用
い
た
契
約
締
結
で
は
、
申
込
み
と
承
諾
の
間
に
明
白
な

時
間
的
間
隔
が
生
ま
れ
る
た
め
、
隔
地
者
間
の
契
約
と
な
る
。

　

電
磁
的
方
法
を
用
い
た
隔
地
者
間
契
約
に
つ
い
て
も
、
民
法
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
に
よ
る
承
諾
の
発
信

は
、
隔
地
者
間
契
約
の
成
立
を
も
た
ら
す
が
（
民
法
第
四
三
四
条
本
文
）、
前
述
の
広
範
な
例
外
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（（
（

。

　

そ
れ
で
は
、
消
費
者
契
約
の
成
立
に
関
す
る
確
認
義
務
を
事
業
者
に
課
し
て
い
る
電
子
商
取
引
法
案
第
四
五
︲
Ｄ
条
一
号
の
規
定

は
、
民
法
の
定
め
る
隔
地
者
間
の
契
約
成
立
時
期
と
の
関
係
で
い
か
に
解
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
民
法
第
四
三
四
条
は
、
見
て
き
た

と
お
り
、
緩
和
さ
れ
た
発
信
主
義
の
採
用
に
よ
り
、
実
際
に
は
、
承
諾
の
意
思
表
示
の
送
信
時
点
で
は
な
く
到
達
時
点
で
の
契
約
成

立
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
消
費
者
が
常
に
承
諾
者
と
な
る
消
費
者
契
約
に
お
い
て
は
、
同
承
諾
の
事
業
者
へ
の
到
達
時
点
で
契
約

が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
電
子
商
取
引
法
案
第
四
五
︲
Ｄ
条
一
号
は
当
該
契
約
成
立
に
つ
い
て
の
確
認
義
務
を
さ
ら
に
事
業
者

に
課
し
て
い
る
。
こ
の
確
認
義
務
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
、
民
法
第
四
三
四
条
の
適
用
を
排
除
し
て
、
承
諾
の
発
信
時
点
で
な
い

ば
か
り
か
到
達
時
点
の
そ
の
先
に
あ
る
当
該
確
認
義
務
の
履
行
ま
で
契
約
の
成
立
を
遅
ら
せ（（（
（

、
ま
た
、
同
第
四
二
八
条
二
号
の
適
用

を
排
除
し
て
、
承
諾
が
事
業
者
の
認
識
に
到
達
す
る
の
に
十
分
な
期
間
の
経
過
後
で
あ
っ
て
も
、
確
認
義
務
を
履
行
し
て
い
な
け
れ

ば
、
事
業
者
は
広
告
的
申
込
み
へ
の
非
拘
束
を
主
張
で
き
な
い（（（
（

な
ど
の
実
体
的
な
私
法
上
の
効
果
ま
で
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。
当
該
確
認
義
務
は
、
あ
く
ま
で
、
契
約
成
立
に
関
し
て
消
費
者
が
有
す
る
「
確
認
に
対
す
る
権
利
」
を
保
障
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
紛
争
の
際
の
立
証
責
任
が
事
業
者
負
担
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
に
と
ど
ま
る
。
そ
し
て
、
民
法
第
四
三
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〇
条
所
定
の
承
諾
到
達
遅
延
に
関
す
る
情
報
提
供
義
務
と
損
害
賠
償
義
務
は
、
電
子
商
取
引
法
案
第
四
五
︲
Ｄ
条
一
号
の
契
約
成
立

確
認
義
務
と
併
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

⑶　

ポ
ル
ト
ガ
ル
法
と
の
比
較
︱
―
二
〇
〇
四
年
一
月
七
日
デ
ク
レ
ト
＝
レ
イ7/2004

号

　

以
上
の
考
察
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
法
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
議
論
と
も
合
致
す
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
法
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
電
子
的

契
約
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
八
日
の
Ｅ
Ｕ
電
子
商
取
引
指
令
（2000/31/EC

（
（（
（

）
を
国
内
法
化
し
た
二
〇
〇
四
年

一
月
七
日
の
デ
ク
レ
ト
＝
レ
イ7/2004

号
第
二
九
条
の
規
定
を
め
ぐ
り
同
種
の
議
論
が
存
在
し
た
。
当
該
デ
ク
レ
ト
＝
レ
イ
は
、

Ｂ
２
Ｃ
の
み
な
ら
ず
Ｂ
２
Ｂ
に
も
適
用
さ
れ
る
。
同
第
二
九
条
［
注
文
オ
ー
ダ
ー
（O

rdem
 de encom

enda

）
及
び
受
領
通
知

（aviso de recepção

）］
で
は
、
一
項
「
専
ら
電
磁
的
方
法
に
よ
り
注
文
を
受
領
す
る
後
直
ち
に
、
役
務
提
供
者
は
、
消
費
者
で
は

な
い
当
事
者
と
別
段
の
合
意
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
同
様
に
電
磁
的
方
法
に
よ
り
受
領
を
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、
二
項

「
製
品
又
は
役
務
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
即
座
の
提
供
が
あ
る
場
合
、
注
文
の
受
領
通
知
（aviso de recepção da encom

enda

）
は
免

除
さ
れ
る
」、
三
項
「
受
領
通
知
は
、
当
該
契
約
の
基
本
的
な
情
報
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、
四
項
「
提
供
者
は
、
役
務
の
名

宛
人
に
よ
り
指
示
さ
れ
又
は
用
い
ら
れ
た
電
子
的
ア
ド
レ
ス
に
伝
達
〔
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〕
を
送
信
す
れ
ば
、
受
領
通
知
義
務

を
果
た
す
」
及
び
五
項
「
注
文
は
、
送
信
さ
れ
た
オ
ー
ダ
ー
を
反
復
す
る
こ
と
に
よ
り
、
受
領
通
知
（aviso de recepção

）
に
続

い
て
行
わ
れ
る
、
名
宛
人
の
確
認
（confirm

ação

）
に
よ
り
確
定
的
（definitiva

）
と
な
る
」
と
定
め
る
。

　

第
二
九
条
で
は
、
注
文
者
に
よ
る
注
文
オ
ー
ダ
ー
（ordem

 de encom
enda

）
に
続
い
て
、
役
務
提
供
者
に
よ
る
受
領
通
知

（aviso de recepção

）
及
び
注
文
者
（「
名
宛
人
」）
に
よ
る
確
認
（confirm

ação

）
と
い
う
三
段
階
を
経
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い

る
。
と
り
わ
け
、
同
条
五
項
に
お
い
て
、
確
認
（confirm

ação

）
を
も
っ
て
注
文
が
確
定
的
と
な
る
と
規
定
し
て
い
る
た
め
、
こ
の

三
段
階
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
的
性
質
が
問
題
と
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
注
文
者
に
よ
る
注
文
オ
ー
ダ
ー
（ordem

 de encom
enda

）
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
通
説
で
は
、
こ
れ
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が
承
諾
の
意
思
表
示
に
あ
た
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
「
注
文
オ
ー
ダ
ー
」
と
い
う
用
語
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
Ｅ
Ｕ
電
子
商

取
引
指
令
第
一
一
条
に
由
来
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
法
に
は
異
質
の
概
念
で
あ
っ
た（（（
（

。
そ
こ
で
、
注
文
オ
ー
ダ
ー
と
は
、「
ヴ
ァ
ー
チ
ャ

ル
店
舗
に
お
い
て
表
明
さ
れ
た
条
件
で
契
約
を
締
結
す
る
と
い
う
意
図
を
外
在
化
す
る
、
顧
客
、
消
費
者
又
は
事
業
者
に
よ
り
サ
イ

バ
ー
商
人
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
あ
ら
ゆ
る
意
思
表
示
」
と
定
義
し（（（
（

、
こ
れ
が
申
込
み
に
あ
た
る
の
か
承
諾
に
あ
た
る
の
か
が
問
題

と
な
っ
た
。
承
諾
と
は
、「
申
込
み
の
名
宛
人
に
よ
り
、
又
は
、
公
に
対
す
る
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
に
は
あ
ら
ゆ
る
利
害
関
係
人

に
よ
り
な
さ
れ
る
受
領
を
要
す
る
意
思
表
示
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
申
込
者
の
表
示
内
容
と
完
全
に
一
致
す
る（（（
（

」。「
は
い
」
又
は

「
承
諾
し
ま
す
」
と
い
う
一
語
あ
る
い
は
単
純
な
身
振
り
や
仕
種
で
足
り
る（（（
（

。
ポ
ル
ト
ガ
ル
民
法
第
二
三
三
条
に
よ
れ
ば
、
承
諾
は

申
込
み
の
諸
条
件
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
申
込
み
に
対
し
て
何
ら
か
の
修
正
を
加
え
る
と
反
対
申
込
み
と
な
る
が
、
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
を
通
じ
た
電
子
的
な
契
約
締
結
の
場
面
で
は
明
ら
か
に
附
合
契
約
と
な
る
た
め
、
反
対
申
込
み
と
な
る
リ
ス
ク
は
ほ
と
ん
ど

な
い（（（
（

。
ま
た
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
民
法
第
二
三
四
条
の
規
定
に
従
い（（（
（

、
黙
示
の
承
諾
や
意
思
実
現
に
よ
る
承
諾
が
認
め
ら
れ
る
か
ら（（（
（

、
電

子
商
取
引
に
お
い
て
は
、
注
文
行
為
や
支
払
い
を
承
認
す
る
行
為
が
、
申
込
み
に
対
し
て
承
諾
す
る
と
い
う
意
思
の
表
明
と
な
り
、

契
約
を
成
立
さ
せ
る（（（
（

。

　

次
に
、
役
務
提
供
者
に
よ
る
受
領
通
知
（aviso de recepção

（
（（
（

）
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
、
電
子
商
取
引
に
お
け
る
契
約
成
立

プ
ロ
セ
ス
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
形
式
要
件
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
契
約
締
結
後
の
法
的
義
務
で
あ
る
の
か
が
議
論
さ
れ
た
。

二
〇
〇
〇
年
の
Ｅ
Ｕ
電
子
商
取
引
指
令
第
一
一
条
一
項
に
関
し
て
す
で
に
同
一
の
問
題
提
起
が
な
さ
れ（（（
（

、
後
者
（
契
約
締
結
後
の
法

的
義
務
）
と
解
す
る
見
解
が
通
説
で
あ
り（（（（
（

、
そ
れ
は
、
同
デ
ク
レ
ト
＝
レ
イ
第
三
二
条
二
項
に
お
い
て
「
注
文
オ
ー
ダ
ー
の
単
な
る

受
領
通
知
は
、
契
約
締
結
時
期
の
確
定
に
と
っ
て
意
味
を
有
し
な
い
」
と
定
め
る
点
と
も
合
致
す
る
。
さ
ら
に
、
同
デ
ク
レ
ト
＝
レ

イ
前
文
の
第
五
項
目
で
も
、「
…
…
受
領
通
知
は
、
電
子
的
伝
達
〔
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〕
の
有
効
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
の
み
0

0

で
あ
り
、
契
約
上
の
立
場
や
見
解
を
表
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
。
比
較
法
的
に
見
て
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も
、
同
じ
く
Ｅ
Ｕ
電
子
商
取
引
指
令
を
国
内
法
化
し
た
フ
ラ
ン
ス
民
法
第
一
三
六
九
︲
五
条（（（（
（

及
び
ス
ペ
イ
ン
の
二
〇
〇
二
年
七
月
一

一
日
法
（Ley 34/2002

）
第
二
八
条（（（（
（

が
、
受
領
通
知
を
契
約
締
結
後
の
行
為
と
し
て
位
置
づ
け
る（（（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
受
領
通
知
は
、

単
に
証
明
の
た
め
の
形
式
要
件
（m

era form
alidade ad probationem

）
と
考
え
ら
れ（（（（
（

、
情
報
社
会
に
お
け
る
役
務
提
供
者
と
消
費

者
と
の
伝
達
〔
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〕
上
の
確
実
性
を
促
進
す
る
こ
と
の
み
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る（（（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
そ
の

注
文
オ
ー
ダ
ー
が
役
務
提
供
者
に
よ
り
受
領
さ
れ
た
こ
と
を
保
障
す
る
こ
と
で
、
電
子
商
取
引
に
お
い
て
役
務
提
供
者
と
消
費
者
の

間
に
存
す
る
契
約
上
の
不
均
衡
を
一
定
程
度
減
殺
し
得
る
と
考
え
ら
れ
る（（（（
（

。
な
お
、
受
領
通
知
の
送
付
義
務
の
不
履
行
に
際
し
て
、

同
デ
ク
レ
ト
＝
レ
イ
は
何
ら
制
裁
規
定
を
置
い
て
い
な
い
。
し
か
し
、
受
領
通
知
の
趣
旨
が
上
述
の
と
お
り
「
電
子
的
伝
達
〔
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〕
の
有
効
性
の
確
保
」（
同
デ
ク
レ
ト
＝
レ
イ
前
文
第
五
項
目
）
で
あ
る
な
ら
ば
、
当
該
有
効
性
の
不
測
の
欠
如
に

伴
う
リ
ス
ク
は
、
不
履
行
し
た
役
務
提
供
者
に
お
い
て
負
担
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
受
領
通
知
を
送
信
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
生

じ
た
不
確
実
性
を
原
因
と
し
て
被
っ
た
損
害
を
相
手
方
〔
注
文
者
〕
に
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る（（（（
（

。

　

最
後
に
、
注
文
者
（「
名
宛
人
」）
に
よ
る
確
認
（confirm

ação

）
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
当
該
注
文
オ
ー
ダ
ー
の
確

認
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
Ｅ
Ｕ
電
子
商
取
引
指
令
の
草
案
段
階
で
存
在
し
、
ま
さ
に
「
契
約
成
立
時
期
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
項
目
に

配
置
さ
れ
た
条
文
に
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
用
い
ら
れ
る
伝
達
手
段
を
考
慮
す
れ
ば
、
可
能
な
限
り
迅
速
か
つ
簡
便
な
手
段
こ

そ
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
プ
ロ
セ
ス
を
よ
り
複
雑
に
し
て
し
ま
う
と
し
て（（（（
（

、
学
説
か
ら
の
批
判
が
相
次
ぎ（（（（
（

、
最
終
的
な
Ｅ
Ｕ
指
令
の

法
文
で
は
削
除
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
デ
ク
レ
ト
＝
レ
イ7/2004
号
第
二
九
条
五
項
の
「
名
宛
人
の
確
認
（confirm

ação

）」
は
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
法
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
。

　
「
注
文
は
…
…
名
宛
人
の
確
認
（confirm

ação

）
に
よ
り
確
定
的
（definitiva
）
と
な
る
」
と
の
書
き
ぶ
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

通
説
で
は
、
受
領
通
知
と
同
様
に
、
確
認
（confirm

ação

）
は
、
契
約
締
結
後
の
契
約
上
の
法
的
義
務
を
構
成
す
る
に
す
ぎ
ず
、
伝

達
〔
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〕
に
用
い
ら
れ
る
当
該
技
術
的
手
段
の
諸
特
徴
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
る
、
当
事
者
の
安
全
性
を
保
護
す
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る
こ
と
の
み
を
目
的
と
す
る
も
の
と
解
す
る（（（（
（

。
こ
の
よ
う
な
理
解
が
、
前
述
の
本
デ
ク
レ
ト
＝
レ
イ
前
文
第
五
項
目
及
び
二
〇
〇
〇

年
の
Ｅ
Ｕ
電
子
商
取
引
指
令
第
九
条（（（（
（

の
趣
旨
に
合
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
上
、
電
子
的
伝
達
〔
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〕
に
お
け
る

錯
誤
や
疑
義
の
修
正
の
機
会
は
、
受
領
通
知
の
要
求
に
よ
っ
て
す
で
に
確
保
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る（（（（
（

。

　
　

⑷　

電
子
商
取
引
に
お
け
る
到
達
主
義
採
用
の
傾
向
―
︱
ブ
ラ
ジ
ル
法
の
現
状

　

な
お
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
今
日
、
こ
と
電
磁
的
方
法
を
用
い
た
隔
地
者
間
契
約
に
つ
い
て
は
、
民
法
第
四
三
四
条
（
緩
和
さ
れ
た
発

信
主
義
）
の
適
用
を
排
除
し
、
正
面
か
ら
到
達
主
義
を
採
用
す
べ
き
と
の
強
い
主
張
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
連
邦
裁
判
所

審
議
会
（Conselho da Justiça Federal

）
の
司
法
研
究
協
会
（Centro de Estudos Judiciários: CEJ

）
に
よ
る
民
法
第
三
回
部
会

に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
公
表
第
一
七
三
号
（Enunciado n

o 173

）
に
よ
れ
ば
、
民
法
第
四
三
四
条
に
つ
い
て
「
電
磁
的
方
法
に
よ
り
、

隔
地
者
間
で
行
わ
れ
た
契
約
の
成
立
は
、
申
込
者
に
よ
る
承
諾
の
受
領
に
よ
り
完
成
す
る
」
と
し
、
隔
地
者
間
の
電
子
的
契
約
に
つ

い
て
到
達
主
義
の
採
用
を
提
案
す
る
。
こ
の
理
解
は
、
電
子
商
取
引
に
関
す
る
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｌ
モ
デ
ル
法
に
基
づ
い
て
お
り
、

同
モ
デ
ル
法
で
は
第
一
一
条
一
項
に
お
い
て
「
契
約
成
立
に
お
い
て
は
、
当
事
者
に
よ
る
別
段
の
合
意
が
な
い
限
り
、
申
込
み
と
申

込
み
の
承
諾
が
デ
ー
タ
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
り
表
明
さ
れ
る
」
と
し
た
上
で
、
同
第
一
五
条
に
お
い
て
「
発
信
元
と
名
宛
人
と
の
間

で
別
段
の
合
意
が
な
い
限
り
、
デ
ー
タ
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
は
、
発
信
元
又
は
発
信
元
を
代
表
し
て
デ
ー
タ
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

信
し
た
者
の
管
理
外
の
情
報
シ
ス
テ
ム
に
入
力
さ
れ
た
と
き
に
生
じ
る
」
と
定
め
、
到
達
主
義
を
採
用
す
る
。
こ
の
他
、
ユ
ニ
ド
ロ

ワ
国
際
商
事
契
約
原
則
二
・
一
・
六
条
⑵
項
も
、「
申
込
み
に
対
す
る
承
諾
は
、
同
意
の
意
思
表
示
が
申
込
者
に
到
達
し
た
時
に
そ

の
効
力
を
生
ず
る
」
と
定
め
、
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
私
法
の
共
通
参
照
枠
草
案
（D

raft Com
m

on Fram
e of Reference: D

CFR

）

第
四
：
二
〇
五
⑴
条
も
、「
承
諾
が
承
諾
者
に
よ
り
発
信
さ
れ
て
い
た
場
合
、
契
約
は
そ
の
承
諾
が
申
込
者
に
到
達
す
る
時
に
締
結

さ
れ
る
」
と
し
、
到
達
主
義
を
採
用
す
る
。
こ
の
よ
う
な
到
達
主
義
に
好
意
的
な
傾
向
は
、
下
院
に
て
審
議
中
の
法
案4906/2001

号
に
お
い
て
も
具
体
化
さ
れ
て
お
り（（（（
（

、
同
法
案
第
二
二
条
は
、
電
子
商
取
引
に
関
す
る
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｌ
モ
デ
ル
法
第
一
五
条
を
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ベ
ー
ス
に
起
草
さ
れ
て
い
る
。

　

隔
地
者
間
の
電
子
的
契
約
の
成
立
時
期
に
関
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
法
の
傾
向
は
、
比
較
法
を
そ
の
基
礎
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
察

さ
れ
る
と
お
り
、
多
く
の
外
国
法
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
国
々
に
お
い
て
、
も
と
も
と
の
民
法

上
は
発
信
主
義
の
採
用
が
多
数
派
で
あ
る
こ
と
も
疑
い
な
い（（（（
（

。
意
思
表
示
は
、
表
白
→
発
信
→
到
達
→
了
知
と
い
う
四
段
階
を
経
て

相
手
方
に
伝
達
さ
れ
効
力
が
生
じ
、
ま
た
、
承
諾
の
意
思
表
示
は
そ
れ
が
契
約
を
成
立
さ
せ
る
た
め
、
四
段
階
の
い
ず
れ
の
時
点
で

承
諾
の
効
力
が
生
じ
て
契
約
が
成
立
す
る
と
考
え
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
そ
し
て
、
隔
地
者
間
契
約
の
場
合
に
は
、
四
段
階
の
経

過
の
間
に
時
間
的
隔
た
り
が
あ
る
上
、
手
紙
の
紛
失
等
の
通
知
リ
ス
ク
が
存
在
す
る
た
め
、
特
に
問
題
と
な
る
。
本
来
的
に
は
、
受

領
を
要
す
る
意
思
表
示
で
あ
る
か
ら
、
了
知
時
点
を
効
力
発
生
時
期
と
す
べ
き
で
あ
る
が（（（（
（

、
そ
う
す
る
と
契
約
成
立
時
期
が
申
込
者

（
了
知
者
）
の
恣
意
に
委
ね
ら
れ
る
と
い
う
不
都
合
が
あ
る（（（（
（

。
そ
の
た
め
、
当
該
意
思
表
示
に
つ
い
て
、
そ
の
効
力
発
生
時
期
を
了

知
以
前
の
ど
こ
ま
で
前
倒
し
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
（
妥
当
か
）
と
い
う
点
に
帰
着
す
る
。
了
知
よ
り
一
段
階
前
倒
し
て
到
達
時

点
と
し
た
場
合
、
承
諾
者
（
表
意
者
）
は
到
達
前
に
は
意
思
表
示
の
効
力
が
生
じ
な
い
と
い
う
リ
ス
ク
を
、
申
込
者
（
受
領
者
）
は

到
達
後
に
は
了
知
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
効
力
が
発
生
す
る
と
い
う
リ
ス
ク
を
、
そ
れ
ぞ
れ
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
、

意
思
表
示
が
到
達
し
た
後
に
も
な
お
、
承
諾
の
意
思
表
示
の
相
手
方
た
る
申
込
者
が
当
該
意
思
表
示
を
了
知
で
き
る
状
況
で
あ
れ
ば
、

到
達
時
点
で
の
効
力
発
生
を
認
め
て
も
差
し
支
え
な
い
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
意
思
表
示
の
相
手
方
が
当
該
意
思
表
示
に
そ
の
到
達
後

に
も
な
お
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
蓄
積
さ
れ
た
か
否
か
が（（（（
（

、
相
手
方
の
意
思
表
示
の
再
生
を
通
じ
て
表
示
内
容
を
後
の
時
点
で
了

知
で
き
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
本
質
的
な
基
準
と
な
る
べ
き
で
あ
る（（（（
（

。
こ
の
よ
う
な
理
論
的
意
味
に
お
い
て
、
隔
地
者
間
の
電
子

的
契
約
の
成
立
時
期
を
到
達
時
点
と
す
る
こ
と
が
支
持
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
よ
う
に
解
し
た
場
合
に
、
承
諾
者
（
表
意

者
）
が
負
担
す
る
到
達
前
に
は
意
思
表
示
の
効
力
が
生
じ
な
い
と
い
う
リ
ス
ク
を
、
承
諾
者
が
消
費
者
で
あ
る
場
合
に
限
っ
て
手
当

て
す
る
も
の
が
、
︱
―
契
約
成
立
時
期
を
さ
ら
に
遅
ら
せ
る
と
い
う
私
法
的
効
果
は
な
い
に
せ
よ
︱
―
ブ
ラ
ジ
ル
電
子
商
取
引
法
案



28

法学研究 87 巻 12 号（2014：12）

第
四
五
︲
Ｄ
条
一
号
の
契
約
成
立
確
認
義
務
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
1
）　

法
律
家
委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
、
委
員
長
と
し
て
最
高
裁
判
所
判
事
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
エ
ル
マ
ン
・
ヴ
ァ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
＝
ベ
ン
ジ
ャ

ミ
ン
、
報
告
担
当
者
と
し
て
消
費
者
信
用
・
多
重
債
務
監
視
協
会
（O

bservatório do Crédito e Superendividam
ento do 

Consum
idor

）
調
整
役
で
リ
オ
・
グ
ラ
ン
ヂ
連
邦
大
学
民
法
・
国
際
私
法
教
授
の
ク
ラ
ウ
ヂ
ア
・
リ
マ
＝
マ
ル
ケ
ス
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
大

学
訴
訟
法
教
授
の
ア
ダ
・
ペ
レ
グ
リ
ー
ニ
＝
グ
リ
ノ
ー
ヴ
ェ
ル
、
消
費
者
保
護
検
事
（prom

otor de Justiça de D
efesa do 

Consum
idor

）
の
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ロ
ス
コ
イ
＝
ベ
ッ
サ
、
元
プ
ロ
コ
ン
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
支
部
局
長
で
現
在
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
検
事
、
消

費
者
法
雑
誌
編
集
長
か
つ
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
商
法
教
授
の
ホ
ベ
ル
ト
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・
カ
ス
テ
ラ
ノ
ス
＝
フ
ァ
イ
フ
ェ
ル
、
及
び
、
元
サ

ン
パ
ウ
ロ
州
高
等
裁
判
所
判
事
で
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
民
事
訴
訟
法
教
授
の
カ
ズ
オ
・
ワ
タ
ナ
ベ
の
六
名
で
あ
る
。

（
2
）　

カ
ズ
オ
・
ワ
タ
ナ
ベ
〔
前
田
美
千
代
訳
〕「
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
法
の
概
要
（
特
集
日
本
・
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
法
の
現
状
と
展
望

（
一
）」
法
学
研
究
八
六
巻
九
号
（
二
〇
一
三
年
）
五
頁
以
下
。

（
3
）　

な
お
、
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
の
集
団
訴
訟
制
度
が
、
わ
が
国
の
同
制
度
（
消
費
者
契
約
法
第
一
二
条
以
下
）
の
策
定
に
多
大

な
影
響
を
与
え
た
こ
と
に
つ
き
、
三
木
浩
一
「
日
本
版
ク
ラ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
の
立
法
に
つ
い
て
（
特
集
日
本
・
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
法
の
現

状
と
展
望
（
一
））」
法
学
研
究
八
六
巻
九
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
七
～
二
三
頁
。

（
4
）　Portal de N

otícias 15/12/2010 (http://w
w

w
12.senado.gov.br/noticias/m

aterias/2010/12/15/superendividam
ento-e-�

internet-serao-principais-tem
as-na-atualizacao-do-cdc); Jornal do Senado, A

no X
V

III - N
o 3.618 - Brasília, quinta-feira, 

15 de m
arço de 2012 (http://w

w
w

.senado.gov.br/noticias/jornal/arquivos_jornal/arquivosPdf/120315.pdf). 

（
5
）　

一
九
八
八
年
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国
憲
法
第
二
編
「
基
本
的
権
利
及
び
保
障
」
第
一
章
「
個
人
及
び
集
団
の
権
利
と
義
務
」
第
五
条

「
全
て
の
者
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、
何
ら
の
性
質
に
よ
っ
て
も
差
別
さ
れ
ず
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
及
び
在
伯
外
国
人
は
、
次
の
定
め

に
よ
り
、
生
存
、
自
由
、
平
等
、
安
全
及
び
所
有
に
対
す
る
権
利
を
保
障
さ
れ
る
」
三
二
号
「
国
家
は
、
法
律
の
形
式
で
、
消
費
者
の
保

護
（defesa do consum

idor

）
を
促
進
す
る
」。
同
第
七
編
「
経
済
及
び
金
融
秩
序
」
第
一
章
「
経
済
活
動
の
一
般
原
則
」
第
一
七
〇

条
「
労
働
の
価
値
づ
け
及
び
創
業
の
自
由
に
基
づ
い
た
経
済
秩
序
は
、
次
の
諸
原
則
を
遵
守
し
た
社
会
正
義
の
命
令
に
則
し
て
、
全
て
の

者
に
威
厳
あ
る
生
活
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
五
号
「
消
費
者
の
保
護
（defesa do consum

idor

）」。



29

ブラジル電子商取引法案における消費者・事業者間の情報の非対称性の縮減

（
6
）　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
一
九
六
〇
年
代
、
冷
戦
下
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
の
国
防
・
軍
事
問
題
を
契
機
と
し
て
出
現
し
た
が
、
一
九

八
〇
年
代
ま
で
に
民
間
の
大
学
や
研
究
所
と
い
っ
た
研
究
機
関
同
士
の
円
滑
な
情
報
交
換
を
目
的
と
し
た
デ
ー
タ
交
換
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

学
術
研
究
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
た
る
地
位
を
確
立
し
た
。
一
般
利
用
者
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
認
識
が

高
ま
っ
た
の
は
一
九
八
〇
年
代
末
で
あ
っ
た
が
、
本
格
的
な
商
用
化
が
進
ん
だ
の
は
一
九
九
〇
年
代
後
半
で
あ
る
（
村
井
純
著
『
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）
一
三
六
頁
以
下
、
マ
ー
チ
ン
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
＝
ケ
リ
ー
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ス
プ
レ
イ
著

〔
山
本
菊
男
訳
〕『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
２
０
０
年
史
―
情
報
マ
シ
ー
ン
開
発
物
語
―
』（
海
文
堂
出
版
、
一
九
九
九
年
）
二
〇
九
頁
以
下
、

電
子
情
報
通
信
学
会
「
技
術
と
歴
史
」
研
究
会
編
『
電
子
情
報
通
信
技
術
史
―
お
も
に
日
本
を
中
心
と
し
た
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
―
』（
コ

ロ
ナ
社
、
二
〇
〇
六
年
）
七
六
～
八
五
頁
）。

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
最
初
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
は
、
一
九
九
一
年
に
当
時
の
国
家
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（Rede N

acional 
de Pesquisa: RN

P

）
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
機
関
は
、
一
九
八
九
年
に
科
学
技
術
省
（M

inistério da Ciência e 
T

ecnologia

）
に
よ
り
創
設
さ
れ
、
現
在
は
国
家
教
育
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（Rede N

acional de Ensino e Pesquisa: RN
P

）
と
改

称
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
商
用
化
の
開
始
は
、
連
邦
政
府
が
あ
ら
ゆ
る
利
用
者
に
と
っ
て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
た

め
の
一
般
規
則
を
定
め
た
一
九
九
五
年
七
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
（T

A
K

A
H

A
SH

I, T
adao (O

rg.), Sociedade da Inform
ação no 

Brasil: Livro V
erde, Brasília: M

inistério da Ciência e T
ecnologia, 2000, p. 133

）。

（
7
）　T

IC D
om

icílios e Em
presas

は
、
二
〇
〇
三
年
九
月
三
日
デ
ク
レ
ト
四
八
二
九
号
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
政
府
機
関
、「
ブ
ラ
ジ

ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
管
理
委
員
会
（Com

ité Gestor da Internet no Brasil: CGI.br

）」
に
よ
り
年
次
発
行
さ
れ
る
情
報
通
信
白
書

で
あ
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
情
報
伝
達
技
術
の
利
用
状
況
に
関
す
る
調
査
結
果
を
公
表
す
る
。
な
お
、
わ
が
国
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
モ
バ
イ
ル
社
会
研
究
所
編
『
ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
社
会
白
書
モ
バ
イ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン2014

︲2015

』（
中
央

経
済
社
、
二
〇
一
四
年
）
参
照
。

（
8
）　E-bit, W

ebshoppers, 25
a ed., 2011, p. 14; E-bit, W

ebshoppers, 26
a ed., 2012, p. 16. 

（
9
）　E-bit, W

ebshoppers, 26
a ed., 2012, p. 16. 

（
10
）　E-bit, W

ebshoppers, 25
a ed., 2011, p. 13; E-bit, W

ebshoppers, 26
a ed., 2012, p. 15. 

（
11
）　E-bit, W

ebshoppers, 26
a ed., 2012, p. 15. 
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（
12
）　E-bit, W

ebshoppers, 25
a ed., 2011, p. 15. 

（
13
）　CET

ELEM
 BGN

 Brasil, O
 O

bservador Brasil 2012, p. 70. 
（
14
）　CET

ELEM
 BGN

 Brasil, O
 O

bservador Brasil 2012, p. 70. 
（
15
）　

し
か
し
な
が
ら
、
前
年
比
で
見
る
と
、「
分
割
払
い
で
き
る
こ
と
」
は
四
二
％
か
ら
三
七
％
へ
と
減
少
し
た
の
に
対
し
、「
便
利
さ
」

は
一
二
％
か
ら
二
一
％
へ
と
大
幅
に
増
大
し
た
（CET

ELEM
 BGN

 Brasil, O
 O

bservador Brasil 2012, p. 71

）。

（
16
）　CET

ELEM
 BGN

 Brasil, O
 O

bservador Brasil 2012, p. 72. 

（
17
）　CET

ELEM
 BGN

 Brasil, O
 O

bservador Brasil 2012, pp. 66-67. 

（
18
）　E-bit, W

ebshoppers, 26
a ed., 2012, p. 13. 

（
19
）　CET

ELEM
 BGN

 Brasil, O
 O

bservador Brasil 2012, pp. 67-68. 

（
20
）　LU

Z, Saulo, 

“Com
ércio eletrônico afunda em

 reclam
ações

”, Jornal da T
arde, São Paulo, 14 de janeiro de 2012. 

（
21
）　RIZZA

T
O

 N
U

N
ES, Luis A

ntonio, Curso de direito do consum
idor, 9

a ed., São Paulo: Saraiva, 2014, p. 66.

（
22
）　

カ
ズ
オ
・
ワ
タ
ナ
ベ
〔
前
田
美
千
代
訳
〕・
前
掲
論
文
（
注
2
）、
六
頁
。

（
23
）　

ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
で
は
、
製
造
行
為
（
瑕
疵
担
保
責
任
、
製
造
物
責
任
）
と
取
引
行
為
（
勧
誘
責
任
）
を
対
置
さ
せ
て
事

業
者
の
責
任
を
構
築
し
て
い
る
た
め
、
事
業
者
と
消
費
者
間
の
法
律
関
係
と
事
実
関
係
を
総
称
し
て
「
消
費
関
係
（relação de 

consum
o

）」
と
呼
ぶ
。

（
24
）　K

H
O

U
RI, Paulo Roberto Roque A

ntonio, D
ireito de consum

idor: contratos, responsabilidade civil e defesa do 
consum

idor em
 juízo, 6

a ed., São Paulo: A
tlas, 2013, p. 31.

（
25
）　D

E LU
CCA

, N
ew

ton, D
ireito do consum

idor, São Paulo: Q
uartier Latin, 2008, pp. 451-455.

（
26
）　

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
法
の
原
理
原
則
主
義
的
性
質
と
類
似
の
方
向
性
を
志
向
す
る
わ
が
国
の
理
論
と
し
て
、
片
山
直
也
著
『
詐
害
行

為
の
基
礎
理
論
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
）、
同
「
詐
害
行
為
の
類
型
と
法
規
範
の
構
造
―
「
類
型
論
」
か
ら
「
重
層
的

規
範
構
造
論
」
へ
―
」
森
征
一
＝
池
田
真
朗
編
『
私
権
の
創
設
と
そ
の
展
開
〔
内
池
慶
四
郎
先
生
追
悼
論
文
集
〕』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版

会
、
二
〇
一
三
年
）
一
八
九
～
二
二
六
頁
、
同
「
法
典
と
一
般
的
法
原
則
―
法
秩
序
の
重
層
構
造
と
動
態
的
法
形
成
―
」
岩
谷
十
郎
＝
片

山
直
也
＝
北
居
功
編
『
法
典
と
は
何
か
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
）
六
五
頁
以
下
（
と
り
わ
け
矯
正
的
法
原
則
に
つ
い
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て
、
六
八
頁
参
照
）。

（
27
）　LIM

A
 M

A
RQ

U
ES, Cláudia, Confiança no com

ércio eletrônico e a proteção do consum
idor (um

 estudo dos negócios 
jurídicos de consum

o no com
ércio eletrônico), São Paulo: Revista dos T

ribunais, 2004, p. 258 e p. 289. 

（
28
）　

現
行
法
典
第
六
条
は
、
本
文
で
「
次
に
掲
げ
る
も
の
が
消
費
者
の
基
本
権
で
あ
る
」
と
規
定
し
、
一
号
「
危
険
又
は
有
害
と
さ
れ
る

製
品
及
び
役
務
の
供
給
に
お
け
る
実
務
に
よ
り
惹
起
さ
れ
る
危
険
〔
リ
ス
ク
〕
に
対
す
る
生
命
、
健
康
及
び
安
全
の
保
護
」、
二
号
「
製

品
及
び
役
務
の
適
切
な
消
費
に
関
す
る
教
育
及
び
普
及
を
行
い
、
選
択
の
自
由
及
び
契
約
締
結
に
お
け
る
平
等
を
保
障
す
る
こ
と
」、
三

号
「
様
々
な
製
品
及
び
役
務
に
関
す
る
、
分
量
、
特
徴
、
成
分
、
品
質
、
付
随
的
な
税
金
、
代
金
な
ら
び
に
生
じ
得
る
危
険
〔
リ
ス
ク
〕

に
つ
い
て
の
正
確
な
記
載
を
伴
う
適
切
で
明
確
な
情
報
」、
四
号
「
詐
欺
的
及
び
濫
用
的
広
告
、
強
制
的
又
は
不
誠
実
な
取
引
方
法
、
な

ら
び
に
、
製
品
及
び
役
務
の
供
給
に
お
け
る
濫
用
的
又
は
強
制
的
な
実
務
及
び
条
項
に
対
す
る
保
護
」、
五
号
「
不
均
衡
な
給
付
を
定
め

る
契
約
条
項
の
修
正
、
又
は
、
契
約
条
項
を
過
大
に
負
担
と
す
る
よ
う
な
後
発
的
事
情
を
理
由
と
す
る
同
契
約
条
項
の
改
訂
」、
六
号

「
財
産
的
及
び
精
神
的
損
害
、
個
人
的
、
集
団
的
及
び
拡
散
的
損
害
の
実
効
的
予
防
な
ら
び
に
賠
償
」、
七
号
「
困
窮
消
費
者
の
た
め
の
司

法
的
、
行
政
的
及
び
技
術
的
保
護
を
保
障
す
べ
く
、
財
産
的
及
び
精
神
的
損
害
、
個
人
的
、
集
団
的
及
び
拡
散
的
損
害
の
実
効
的
予
防
な

ら
び
に
賠
償
を
目
的
と
す
る
、
司
法
機
関
及
び
行
政
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
保
障
」、
八
号
「
裁
判
官
の
判
断
で
、
申
立
て
が
真
実
性
を

有
す
る
場
合
、
又
は
、
経
験
則
に
従
い
、
消
費
者
が
弱
者
で
あ
る
場
合
に
、
民
事
訴
訟
に
お
い
て
、
消
費
者
の
た
め
の
証
明
責
任
の
転
換

を
含
め
、
消
費
者
の
権
利
保
護
を
容
易
に
す
る
こ
と
」、
九
号
「（
拒
否
）」
及
び
一
〇
号
「
公
共
役
務
一
般
の
適
切
か
つ
有
効
な
提
供
」

と
規
定
す
る
。

（
29
）　

消
費
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（assédio de consum

o
）
と
は
、
本
法
案
に
よ
り
新
し
く
創
設
さ
れ
た
概
念
で
あ
り
、
そ
の
脆
弱
性
が
よ

り
突
出
し
た
消
費
者
の
保
護
を
目
的
と
す
る
。
高
齢
者
、
若
者
、
非
識
字
者
、
病
人
等
、
特
別
な
保
護
を
必
要
と
す
る
高
度
弱
者
た
る
消

費
者
（consum

idores hipervulneráveis

）
が
該
当
す
る
。

（
30
）　

一
一
号
に
対
し
て
は
、
文
末
の
列
挙
の
中
に
「
機
密
性
（confidencialidade

）」
を
追
加
す
べ
き
と
の
修
正
案
も
提
示
さ
れ
て
い

た
が
拒
否
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
消
費
者
の
個
人
情
報
の
守
秘
を
保
障
し
て
お
き
な
が
ら
、
保
護
の
対
象
を
機
密
情
報
と
い
え
る
よ
う

な
個
人
情
報
に
限
る
か
の
よ
う
な
誤
っ
た
解
釈
を
導
き
か
ね
な
い
こ
と
が
危
惧
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

（
31
）　

第
五
章
「
取
引
行
為
」
で
は
、
第
一
節
「
総
則
（
第
二
九
条
）」、
第
二
節
「
申
込
み
（
第
三
〇
条
か
ら
三
五
条
）」、
第
三
節
「
広
告
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（
第
三
六
条
か
ら
三
八
条
）」、
第
四
節
「
不
当
な
取
引
行
為
（
第
三
九
条
か
ら
四
一
条
）」、
第
五
節
「
借
金
の
取
立
て
〔
債
権
回
収
〕（
第

四
二
条
）」
及
び
第
六
節
「
消
費
者
の
個
人
情
報
及
び
リ
ス
ト
（
第
四
三
条
か
ら
四
五
条
）」
を
定
め
る
。

（
32
）　

法
案
第
四
五
︲
Ａ
条
は
、
本
文
で
「
本
節
は
、
情
報
の
非
対
称
性
の
縮
減
、
取
引
上
の
安
全
対
策
、
自
己
決
定
及
び
個
人
情
報
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
よ
り
、
消
費
者
の
信
頼
を
強
化
し
、
実
効
的
保
護
を
保
障
す
べ
く
、
電
子
商
取
引
に
お
け
る
消
費
者
の
保
護
に
関

す
る
一
般
規
則
を
定
め
る
」
と
規
定
し
、
補
項
で
「
本
節
の
規
範
は
、
電
磁
的
方
法
又
は
そ
れ
に
類
す
る
方
法
に
よ
り
、
製
品
又
は
役
務

の
事
業
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
活
動
に
適
用
さ
れ
る
」
と
規
定
す
る
。

（
33
）　LIM

A
 M

A
RQ

U
ES, Cláudia, op. cit., pp. 48-49. 

（
34
）　

法
は
、
契
約
締
結
に
向
け
ら
れ
た
（
消
費
者
）
行
動
の
ツ
ー
ル
と
し
て
「
情
報
」
を
検
討
す
る
。「
情
報
」
に
照
準
を
合
わ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
人
間
行
動
そ
の
も
の
と
、
人
間
（
消
費
者
）
が
分
別
を
も
っ
て
行
動
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
量
の
両
者
を
規
制
の
対
象
と

す
る
。
両
者
を
対
象
と
す
る
こ
と
で
、
初
め
て
法
的
側
面
か
ら
見
た
合
理
的
行
動
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
契

約
締
結
過
程
に
お
い
て
両
当
事
者
か
ら
提
供
さ
れ
る
べ
き
情
報
又
は
秘
匿
さ
れ
る
べ
き
情
報
が
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

（LO
REN

ZET
T

I, Ricardo L., Com
ércio E

letrônico, São Paulo: Revista dos T
ribunais, 2004, p. 209

）。

（
35
）　LIM

A
 M

A
RQ

U
ES, Cláudia, op. cit., p. 252. 

（
36
）　LIM

A
 M

A
RQ

U
ES, Cláudia, op. cit., p. 72, p. 251, p. 255 e p. 273. 

同
様
の
指
摘
と
し
て
、
齋
藤
雅
弘
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
販
」
松
本
恒
雄
＝
齋
藤
雅
弘
＝
町
村
泰
貴
編
『
電
子
商
取
引
法
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
三
年
）
二
九
五
頁
。

（
37
）　

法
案
第
四
五
︲
Ｂ
条
は
、
本
文
で
「
第
三
一
条
及
び
三
三
条
の
規
定
を
害
す
る
こ
と
な
く
、
電
磁
的
方
法
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る

方
法
を
利
用
す
る
製
品
及
び
役
務
の
事
業
者
は
、
開
示
画
面
や
簡
易
視
覚
化
画
面
に
お
い
て
、
次
の
こ
と
を
（
分
か
り
や
す
く
）
明
記
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
、
一
号
「
事
業
者
の
会
社
の
商
号
及
び
財
務
省
の
登
記
記
録
記
載
の
会
社
法
人
番
号
」、
二
号

「
住
所
及
び
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
な
ら
び
に
、
そ
の
所
在
確
認
、
連
絡
及
び
裁
判
文
書
や
Ａ
Ｄ
Ｒ
文
書
の
受
領
の
た
め
に
必
要
な
そ

の
他
の
情
報
」、
三
号
「
引
渡
し
費
用
や
保
険
費
用
な
ど
発
生
し
得
る
あ
ら
ゆ
る
付
帯
費
用
の
区
分
を
含
む
、
製
品
又
は
役
務
の
総
額
」、

四
号
「
支
払
方
法
、
履
行
方
法
、
在
庫
の
有
無
又
は
引
渡
し
方
法
を
含
む
、
申
込
み
の
詳
細
及
び
条
件
」、
五
号
「
製
品
又
は
役
務
の
本

質
的
特
徴
」、
六
号
「
そ
の
価
格
を
含
む
申
込
み
の
有
効
期
間
」
及
び
七
号
「
役
務
の
履
行
期
間
又
は
製
品
の
引
渡
し
も
し
く
は
在
庫
の

期
間
」
と
規
定
す
る
。
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（
38
）　

法
典
第
三
一
条
は
、「
製
品
又
は
役
務
の
申
込
み
及
び
表
示
・
陳
列
は
、
そ
の
諸
特
徴
、
品
質
、
分
量
、
成
分
、
代
金
、
保
証
、
有

効
期
間
及
び
産
地
そ
の
他
の
項
目
に
つ
い
て
、
正
確
、
明
白
、
簡
潔
、
明
瞭
な
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
の
情
報
を
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
消
費
者
の
健
康
及
び
安
全
を
脅
か
す
危
険
〔
リ
ス
ク
〕
に
つ
い
て
の
情
報
も
同
様
で
あ
る
」
と
規
定
す
る
。

（
39
）　

法
典
第
三
三
条
は
、「
電
話
又
は
代
金
引
換
郵
便
に
よ
る
申
込
み
あ
る
い
は
販
売
の
場
合
に
は
、
そ
の
包
装
、
広
告
及
び
商
取
引
に

お
い
て
使
用
さ
れ
る
全
て
の
印
刷
物
に
、
製
造
者
の
氏
名
及
び
住
所
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
す
る
。

（
40
）　

第
四
五
︲
Ｃ
条
五
号
に
関
連
し
た
修
正
案
と
し
て
、
当
該
五
号
に
続
く
新
規
の
号
を
立
て
、（
七
号
）「
個
人
情
報
の
漏
洩
、
又
は
、

た
と
え
部
分
的
で
あ
っ
て
も
シ
ス
テ
ム
の
安
全
に
関
す
る
保
証
に
つ
い
て
、
管
轄
当
局
及
び
消
費
者
に
速
や
か
に
知
ら
せ
る
こ
と
」
と
定

め
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

（
41
）　

例
え
ば
、
ア
マ
ゾ
ン
な
ど
の
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
お
い
て
、
製
品
の
引
渡
し
を
遅
延
し
た
り
、
引
渡
し
を
行
わ
ず
、
消

費
者
に
適
切
に
応
対
し
な
い
店
舗
開
設
者
に
対
し
て
、
プ
ロ
コ
ン
や
検
察
庁
に
よ
り
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
閉
鎖
を
含
め
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
の
製
品
販
売
の
停
止
措
置
が
と
ら
れ
る
（
電
子
商
取
引
法
案
第
五
六
条
一
三
号
参
照
）。
そ
の
際
、
プ
ロ
コ
ン
や
検
察
庁
は
、
ア

マ
ゾ
ン
に
通
知
す
る
の
み
な
ら
ず
、
ア
マ
ゾ
ン
の
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
及
び
ネ
ッ
ト
決
済
を
担
当
す
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
業
者

に
も
、
違
反
の
事
実
を
通
知
し
、
問
題
が
解
消
さ
れ
る
ま
で
プ
ロ
バ
イ
ダ
と
ネ
ッ
ト
決
済
の
両
業
務
も
中
断
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

（
42
）　

こ
こ
で
の
錯
誤
リ
ス
ク
と
は
、
本
文
に
て
後
述
す
る
表
示
錯
誤
訂
正
（
法
案
第
四
五
︲
Ｃ
条
三
号
）
の
み
な
ら
ず
、
本
稿
の
結
び
に

て
検
討
す
る
よ
う
に
、
契
約
目
的
に
関
す
る
情
報
で
あ
る
以
上
、
動
機
錯
誤
を
も
包
含
し
、
電
子
商
取
引
事
業
者
は
消
費
者
の
動
機
錯
誤

を
惹
起
し
な
い
よ
う
、
画
面
情
報
を
適
切
に
提
供
す
る
義
務
（
法
案
第
四
五
︲
Ｂ
条
）、
お
客
様
窓
口
設
置
義
務
、
意
思
表
示
受
領
確
認

義
務
（
法
案
第
四
五
︲
Ｃ
条
）
及
び
契
約
成
立
・
契
約
内
容
確
認
義
務
（
法
案
第
四
五
︲
Ｄ
条
）
を
負
う
と
考
え
る
。

（
43
）　

修
正
案
第
四
四
︲
Ｃ
条
は
、
本
文
で
「
共
同
購
入
又
は
類
似
の
契
約
締
結
方
式
の
申
込
み
の
た
め
に
利
用
さ
れ
た
電
磁
的
サ
イ
ト
又

は
そ
の
他
の
電
磁
的
方
法
は
、
第
四
四
︲
Ｂ
条
（
第
四
五
︲
Ｂ
条
の
こ
と
︱
著
者
注
）
所
定
の
情
報
の
他
に
、
次
の
情
報
を
含
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
、
一
号
「
契
約
の
有
効
化
の
た
め
の
消
費
者
の
最
低
人
数
」、
二
号
「
消
費
者
に
よ
る
申
込
み
の
利
用
の
た
め

の
期
間
」、
三
号
「
電
磁
的
サ
イ
ト
の
責
任
者
た
る
事
業
者
及
び
提
供
さ
れ
た
製
品
又
は
役
務
の
事
業
者
の
特
定
情
報
」
と
規
定
す
る
。

同
条
に
は
さ
ら
に
補
項
が
置
か
れ
、「
共
同
購
入
の
事
業
者
は
、
製
品
又
は
役
務
の
申
込
み
の
責
任
者
た
る
事
業
者
の
法
定
仲
介
者

（interm
ediador legal

）
と
し
て
、
広
告
さ
れ
た
情
報
の
真
実
性
及
び
消
費
者
に
生
じ
た
不
測
の
損
害
に
対
し
て
連
帯
し
て
責
任
を
負
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う
」
と
定
め
る
。

（
44
）　

法
案
第
四
五
︲
Ｃ
条
は
、
本
文
で
「
次
の
こ
と
が
、
電
磁
的
方
法
又
は
そ
れ
に
類
す
る
方
法
を
利
用
す
る
事
業
者
の
義
務
で
あ
る
」

と
規
定
し
、
一
号
「
通
知
、
ク
レ
ー
ム
及
び
消
費
者
の
権
利
の
実
効
的
保
護
に
必
要
な
そ
の
他
の
情
報
を
含
む
、
連
絡
の
送
付
及
び
受
領

を
消
費
者
に
可
能
に
す
る
電
磁
的
方
法
又
は
電
話
の
方
法
と
い
っ
た
、
適
切
で
簡
便
か
つ
有
効
な
応
対
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
可
能
な
状
態
で

維
持
す
る
こ
と
」、
二
号
「
消
費
者
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
の
と
同
じ
方
法
又
は
他
の
習
慣
的
な
方
法
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
契
約

の
放
棄
及
び
解
除
の
意
思
表
示
を
含
む
、
連
絡
の
受
領
を
直
ち
に
確
認
す
る
こ
と
」、
三
号
「
事
後
の
放
棄
権
行
使
を
損
な
う
こ
と
な
く
、

契
約
締
結
を
完
了
す
る
前
に
、
契
約
締
結
過
程
に
お
い
て
生
じ
得
る
錯
誤
を
発
見
し
訂
正
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
、
適
切
で
実
効
的
か
つ

簡
単
に
ア
ク
セ
ス
可
能
な
技
術
的
手
段
を
消
費
者
に
保
障
す
る
こ
と
」、
四
号
「
適
切
か
つ
実
効
的
な
安
全
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）
対
策
を

講
じ
る
こ
と
」
及
び
五
号
「
消
費
者
保
護
機
関
及
び
検
察
庁
に
対
し
て
、
要
請
さ
れ
る
場
合
は
常
に
、
氏
名
及
び
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ホ
ス
ト
な
ら
び
に
金
融
サ
ー
ビ
ス
及
び
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
連
絡
を
可
能
と
す
る
そ
の
他
の
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
」
と
規
定
す
る
。

（
45
）　

Ｓ
Ａ
Ｃ
の
具
体
的
な
義
務
と
し
て
、
①
消
費
者
へ
応
対
す
る
こ
と
、
②
顧
客
に
よ
り
要
請
さ
れ
た
情
報
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
条
件
や

期
間
を
遵
守
す
る
こ
と
、
③
企
業
法
務
部
と
共
同
で
消
費
者
の
疑
問
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
④
顧
客
の
ク
レ
ー
ム
を
聞
く
こ
と
、
そ
の

ク
レ
ー
ム
に
関
し
て
司
法
判
断
を
仰
ぐ
こ
と
、
同
時
に
違
反
の
拡
散
を
防
ぐ
た
め
措
置
を
講
ず
る
こ
と
、
⑤
正
当
な
ク
レ
ー
ム
の
場
合
に

は
、
顧
客
に
対
す
る
修
正
的
・
賠
償
的
措
置
を
講
じ
、
も
っ
て
消
費
者
と
し
て
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ
る

（FIN
K

ELST
EIN

, M
aria Eugênia, A

spectos jurídicos do com
ércio eletrônico, Porto A

legre: Síntese, 2004, pp. 301-
302

）。

（
46
）　

実
際
、N

atura

と
い
う
ブ
ラ
ジ
ル
の
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
同
社
に
お
け
る
消
費
者
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
の
約
九

〇
％
が
Ｓ
Ａ
Ｃ
を
通
じ
た
協
議
に
よ
り
解
決
さ
れ
て
い
る
（FIN

K
ELST

EIN
, M

aria Eugênia, supra. cit

）。

（
47
）　

森
田
宏
樹
「『
電
子
消
費
者
契
約
』
に
お
け
る
消
費
者
の
意
図
し
な
い
意
思
表
示
に
つ
い
て
︱
情
報
化
社
会
に
お
け
る
法
形
成
の
あ

り
方
の
観
点
か
ら
︱
」
ダ
ニ
エ
ル
・
フ
ッ
ト
＝
長
谷
部
恭
男
編
『
融
け
る 

境
超
え
る
法
４ 

メ
デ
ィ
ア
と
制
度
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
五
年
）
二
九
頁
以
下
、
加
賀
山
茂
「
電
子
消
費
者
契
約
法
の
問
題
点
―
錯
誤
無
効
の
限
定
と
民
法
五
二
七
条
の
適
用
除
外
︱
」
法

政
論
集
二
二
七
号
（
二
〇
〇
八
年
）
五
七
一
頁
以
下
。
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（
48
）　

リ
マ
＝
マ
ル
ケ
ス
は
、
こ
の
状
況
が
、
国
際
的
な
契
約
締
結
の
場
面
に
お
け
る
外
国
語
使
用
に
よ
り
生
じ
る
「
言
語
リ
ス
ク
」
と
い

う
国
際
私
法
で
よ
く
知
ら
れ
た
現
象
を
想
起
さ
せ
る
と
述
べ
る
。
電
子
的
な
契
約
締
結
の
場
面
で
は
、「
理
解
し
な
い
リ
ス
ク
」
は
、
電

子
商
取
引
を
通
じ
た
購
入
に
対
す
る
消
費
者
の
習
慣
の
欠
如
に
加
え
て
、
用
い
ら
れ
た
デ
ジ
タ
ル
用
語
か
ら
生
じ
、
外
国
語
か
ら
生
じ
る

の
で
は
な
い
点
で
国
際
的
な
契
約
締
結
の
場
面
と
は
異
な
る
（LIM

A
 M

A
RQ

U
ES, Cláudia, op. cit., pp. 123-124

）。

（
49
）　LIM

A
 M

A
RQ

U
ES, Cláudia, op. cit., p. 123. 

（
50
）　LO

REN
ZET

T
I, Ricardo L., op. cit., pp. 363-365. 

（
51
）　LO

REN
ZET

T
I, Ricardo L., op. cit., pp. 311-312. 

（
52
）　

谷
本
圭
子
「
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
消
費
者
法
の
状
況
・
そ
の
１
︱
消
費
法
典
の
成
立
・
施
行
︱
」
立
命
館
法
学
三
二
七
・
三
二
八
号

（
二
〇
〇
九
年
）
四
八
八
頁
。

（
53
）　LIM

A
 M

A
RQ

U
ES, Cláudia, op. cit., p. 124 e p. 264. 

（
54
）　

特
定
商
取
引
法
第
二
条
二
項
で
は
、「
…
…
『
通
信
販
売
』
と
は
、
販
売
業
者
又
は
役
務
提
供
事
業
者
が
…
…
売
買
契
約
又
は
役
務

提
供
契
約
の
申
込
み
を
受
け
て
行
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

商
品
若
し
く
は
指
定
権
利
の
販
売
又
は
役
務
の
提
供
で
あ
っ
て
…
…
」
と
規
定
す
る
。

（
55
）　

前
田
美
千
代
「
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
規
制
の
背
景
︱
集
団
的
利
益
（interesse difuso

）
を

考
慮
し
た
『
勧
誘
』
概
念
の
構
築
に
向
け
て
︱
」
法
学
研
究
八
一
巻
三
号
（
二
〇
〇
八
年
）
三
三
～
九
〇
頁
。

（
56
）　

消
費
者
が
民
法
上
の
契
約
責
任
を
追
及
す
る
前
提
と
し
て
、
広
告
に
お
け
る
記
載
内
容
が
当
該
事
情
の
下
で
契
約
の
内
容
あ
る
い
は

債
務
の
内
容
と
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
か
と
い
う
、
契
約
の
解
釈
が
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
、
広
告
に
記
載
さ
れ
た
事
項
が
常
に
契
約
内
容

あ
る
い
は
債
務
の
内
容
を
構
成
す
る
と
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
（
鹿
野
菜
穂
子
「
日
本
に
お
け
る
広
告
規
制
と
消
費
者
の
保
護
」
中

田
邦
博
＝
鹿
野
菜
穂
子
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
消
費
者
法
・
広
告
規
制
法
の
動
向
と
日
本
法
〔
龍
谷
大
学
社
会
科
学
研
究
所
叢
書
第
90
巻
〕』

（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
一
年
）
二
三
四
頁
）。

（
57
）　

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
の
場
合
に
、
契
約
締
結
に
際
し
て
禁
止
行
為
違
反
が
あ
る
場
合
に
は
、
顧
客
が
誤
認
し
た
こ
と
及
び
そ

の
誤
認
と
契
約
の
申
込
み
や
承
諾
と
の
間
の
因
果
関
係
は
事
実
上
推
定
さ
れ
る
（
齋
藤
雅
弘
＝
池
本
誠
司
＝
石
戸
谷
豊
著
『
特
定
商
取
引

法
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
〔
第
５
版
〕』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
四
年
）
一
九
二
頁
、
二
〇
八
頁
、
二
六
二
頁
）。

（
58
）　

山
田
茂
樹
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
に
お
け
る
消
費
者
契
約
法
の
論
点
か
ら
み
た
現
状
と
課
題
」
現
代
消
費
者
法
二
〇
号
（
二
〇
一
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三
年
）
三
六
～
三
七
頁
。

（
59
）　

後
藤
隆
志
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
に
お
け
る
広
告
主
・
媒
体
業
者
の
責
任
」
鹿
野
菜
穂
子
＝
中
田
邦
博
＝
松
本
克
美
編
『
消
費
者

法
と
民
法
〔
長
尾
治
助
先
生
追
悼
論
文
集
〕』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
三
年
）
一
一
九
頁
。

（
60
）　

宮
下
修
一
「
消
費
者
契
約
法
４
条
の
新
た
な
展
開
（
１
）
︱
「
誤
認
類
型
」・「
困
惑
類
型
」
を
め
ぐ
る
議
論
と
裁
判
例
の
動
向
︱
」

国
民
生
活
研
究
五
〇
巻
二
号
（
二
〇
一
〇
年
）
九
六
頁
。

（
61
）　

河
上
正
二
「
消
費
者
契
約
法
（
実
体
法
部
分
）
の
見
直
し
に
関
す
る
諸
課
題
」
河
上
正
二
編
著
『
消
費
者
契
約
法
改
正
へ
の
論
点
整

理
』（
信
山
社
、
二
〇
一
三
年
）
三
〇
六
～
三
〇
七
頁
。
ま
た
、
丸
山
絵
美
子
「
消
費
者
契
約
法
に
お
け
る
誤
認
取
消
権
・
情
報
提
供
義

務
︱
改
正
に
向
け
て
の
課
題
と
展
望
︱
」
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
二
五
四
号
（
二
〇
一
四
年
）
五
〇
六
頁
で
も
、「
Ｅ
Ｕ
法
に
お
い
て
も
、

錯
誤
取
消
し
に
つ
い
て
、
本
質
的
な
錯
誤
で
あ
る
こ
と
に
加
え
相
手
方
の
帰
責
性
の
あ
る
行
為
態
様
が
要
件
と
さ
れ
、
こ
れ
に
は
広
告
な

ど
に
お
け
る
誤
認
を
惹
起
す
る
よ
う
な
情
報
の
提
供
も
含
ま
れ
て
い
た
（D

CFR II 7:201 (1), CESL A
rt. 48

）。
結
果
的
に
、
法
の
要

求
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
『
誤
認
』
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
誤
認
を
惹
起
す
る
事
業
者
の
行
為
態
様
が
販
売
促
進
活
動
の

一
環
な
の
か
、
契
約
交
渉
活
動
の
一
環
な
の
か
な
ど
で
区
別
す
る
必
要
は
な
い
と
言
え
る
」
と
述
べ
る
。

（
62
）　

鹿
野
菜
穂
子
「
動
機
の
錯
誤
の
法
的
顧
慮
に
お
け
る
内
容
化
要
件
と
考
慮
要
素
」
森
＝
池
田
編
・
前
掲
書
（
注
26
）、
二
二
七
頁
以

下
。

（
63
）　

鹿
野
・
前
掲
論
文
（
注
62
）、
二
四
八
頁
。

（
64
）　

鹿
野
・
前
掲
論
文
（
注
62
）、
二
四
九
頁
。

（
65
）　

消
費
者
撤
回
権
は
、
消
費
者
の
側
で
の
権
利
濫
用
と
な
る
ほ
ど
絶
対
的
無
制
限
に
消
費
者
の
裁
量
に
任
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
合

理
性
に
関
す
る
法
の
一
般
原
則
、
と
り
わ
け
信
義
則
に
基
づ
く
契
約
上
の
行
為
義
務
に
よ
り
制
限
さ
れ
得
る
（GU

ERIN
O

N
I, Ezio, I 

contratti del consum
atore: principi e regole, M

ilano: G. Giappichelli Editore, 2011, p. 421

）。

　

二
〇
一
一
年
一
〇
月
二
五
日
の
Ｅ
Ｕ
消
費
者
の
権
利
指
令
（2011/83/EU

）
第
一
六
条
で
は
、
⒜
役
務
提
供
契
約
で
あ
っ
て
、
役
務

の
全
部
が
提
供
さ
れ
た
契
約
（
た
だ
し
、
消
費
者
に
よ
る
事
前
の
明
示
的
な
同
意
を
得
て
、
契
約
の
全
部
が
事
業
者
に
よ
り
実
行
さ
れ

た
な
ら
ば
撤
回
権
を
失
う
こ
と
の
消
費
者
に
よ
る
確
認
が
行
わ
れ
た
後
に
、
履
行
が
開
始
さ
れ
た
場
合
に
限
る
。）、
⒝
物
品
又
は
役
務

で
あ
っ
て
、
事
業
者
が
制
御
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
金
融
市
場
の
変
動
に
伴
っ
て
価
格
が
変
動
し
、
か
つ
、
こ
の
変
動
が
撤
回
期
間
内
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に
起
こ
り
得
る
も
の
に
つ
い
て
の
契
約
、
⒞
消
費
者
の
指
定
に
従
い
製
造
さ
れ
た
物
品
、
又
は
、
明
確
に
個
人
用
化
さ
れ
た
物
品
を
供

給
す
る
契
約
、
⒟
急
速
に
腐
敗
し
、
又
は
期
限
切
れ
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
物
品
を
供
給
す
る
契
約
、
⒠
密
封
さ
れ
た
物
品
で
あ
っ
て
、

健
康
保
護
又
は
衛
生
上
の
理
由
か
ら
返
還
に
適
さ
な
く
な
る
も
の
を
供
給
す
る
契
約
、
⒡
そ
の
性
質
に
よ
り
、
引
渡
し
後
に
他
の
物
品

と
分
か
ち
が
た
く
混
合
さ
れ
る
物
品
を
供
給
す
る
契
約
、
⒢
価
格
が
売
買
契
約
の
締
結
時
に
合
意
さ
れ
、
そ
の
引
渡
し
が
契
約
締
結
か

ら
三
〇
日
を
経
過
し
た
後
に
の
み
行
わ
れ
、
時
価
が
事
業
者
に
よ
っ
て
制
御
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
市
場
の
変
動
に
依
存
す
る
酒
類
を

供
給
す
る
契
約
、
⒣
消
費
者
が
、
緊
急
の
修
補
又
は
保
存
を
行
う
目
的
で
事
業
者
が
訪
問
す
る
こ
と
を
特
に
要
求
し
た
場
合
の
契
約

（
た
だ
し
、
こ
の
訪
問
の
際
に
、
事
業
者
が
、
消
費
者
が
特
に
要
求
し
た
も
の
に
加
え
て
役
務
を
提
供
し
、
又
は
修
繕
も
し
く
は
修
理
を

行
う
た
め
に
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
交
換
部
品
以
外
の
物
品
を
提
供
し
た
場
合
に
は
、
撤
回
権
は
、
こ
れ
ら
追
加
的
な
役
務
又
は
物
品

に
つ
い
て
は
存
在
す
る
も
の
と
す
る
。）、
⒤
密
封
さ
れ
た
音
声
も
し
く
は
動
画
の
記
録
物
又
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
供

給
す
る
契
約
（
引
渡
し
後
に
開
封
さ
れ
た
場
合
に
限
る
。）、
⒥
新
聞
、
定
期
刊
行
物
又
は
雑
誌
を
販
売
す
る
契
約
（
た
だ
し
、
こ
れ
ら

の
出
版
物
を
供
給
す
る
定
期
購
読
契
約
を
除
く
。）、
⒦
公
共
競
り
売
買
の
場
で
締
結
さ
れ
る
契
約
、
⒧
居
住
以
外
の
目
的
で
宿
泊
施
設

を
提
供
す
る
契
約
、
物
品
の
運
送
契
約
、
自
動
車
有
償
貸
渡
し
契
約
又
は
特
定
の
日
も
し
く
は
期
間
に
行
わ
れ
る
余
暇
活
動
に
関
連
し

て
配
膳
を
行
い
も
し
く
は
役
務
を
提
供
す
る
契
約
、
⒨
有
体
の
記
録
媒
体
に
よ
ら
ず
に
提
供
す
る
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
す
る

契
約
（
た
だ
し
、
提
供
が
、
消
費
者
が
撤
回
権
を
失
う
こ
と
を
事
前
に
明
示
的
に
同
意
し
、
こ
れ
に
よ
り
消
費
者
が
撤
回
権
を
失
う
こ

と
を
確
認
し
て
か
ら
開
始
さ
れ
た
場
合
に
限
る
。）
に
つ
い
て
、
撤
回
権
の
不
適
用
を
定
め
て
い
る
（
寺
川
永
＝
馬
場
圭
太
＝
原
田
昌
和

共
訳
「〔
資
料
〕
２
０
１
１
年
10
月
25
日
の
消
費
者
の
権
利
に
関
す
る
欧
州
議
会
お
よ
び
理
事
会
指
令
」
関
西
大
学
法
学
論
集
六
二
巻
三

号
（
二
〇
一
二
年
）
四
六
六
～
四
六
八
頁
参
照
）。

（
66
）　

梶
村
太
一
＝
石
田
賢
一
＝
西
村
博
一
編
『
新
・
特
定
商
取
引
法
』（
青
林
書
院
、
二
〇
一
三
年
）
一
四
〇
～
一
四
一
頁
、
一
八
六
～

一
九
五
頁
。

（
67
）　

梶
村
＝
石
田
＝
西
村
編
・
前
掲
書
（
注
66
）、
四
八
頁
。

（
68
）　

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
権
の
根
拠
に
関
し
て
、
前
田
美
千
代
「『
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
日
本
・
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
法
の
現
状
と
展
望
』
報

告
記
」
現
代
消
費
者
法
二
〇
号
（
二
〇
一
三
年
）
五
三
～
六
三
頁
。

（
69
）　

二
〇
〇
二
年
ブ
ラ
ジ
ル
民
法
は
、
総
則
部
（Parte Geral

）
と
特
別
部
（Parte Especial

）
に
大
別
し
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
総
則
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部
に
は
、
わ
が
国
の
民
法
総
則
に
相
当
す
る
規
定
が
置
か
れ
、
法
の
主
体
や
目
的
物
、
財
産
の
類
別
、
法
律
行
為
、
時
効
な
ど
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。
特
別
部
に
は
、
債
務
法
（
第
二
三
三
条
～
九
六
五
条
）、
会
社
法
（
第
九
六
六
条
～
一
一
九
五
条
）、
物
権
法
（
第
一
一
九
六

条
～
一
五
一
〇
条
）、
家
族
法
（
第
一
五
一
一
条
～
一
七
八
三
条
）
及
び
相
続
法
（
第
一
七
八
四
条
～
二
〇
二
七
条
）
が
定
め
ら
れ
て
い

る
（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
二
宮
正
人
「
ブ
ラ
ジ
ル
投
資
関
連
法
制
（
５
）
～
（
７
）
ブ
ラ
ジ
ル
民
法
典
に
つ
い
て
（
上
）（
中
）（
下
）」

Ｊ
Ｃ
Ａ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
五
九
巻
五
号
（
二
〇
一
二
年
）
三
二
頁
以
下
、
七
号
（
二
〇
一
二
年
）
四
八
頁
以
下
及
び
一
〇
号
（
二
〇
一
二
年
）

八
〇
頁
以
下
参
照
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
各
則
規
定
に
先
立
ち
「
総
則
」
を
置
く
と
い
う
法
典
編
纂
方
式
（
い
わ
ゆ
る
パ
ン
デ
ク
テ
ン
方
式
）
の
採
用
は
、
一

九
世
紀
ブ
ラ
ジ
ル
の
著
名
な
法
学
者
ア
ウ
グ
ス
ト
・
テ
イ
シ
ェ
イ
ラ
＝
ヂ
＝
フ
レ
イ
タ
ス
が
ド
イ
ツ
民
法
典
よ
り
約
四
〇
年
前
の
一
八

五
八
年
に
完
成
さ
せ
た
「
統
一
民
事
法
（Consolidação das Leis Civis

）」
に
遡
る
。
こ
の
「
統
一
民
事
法
（
コ
ン
ソ
リ
ダ
サ
ォ
ゥ

ン
）」
は
、
一
九
一
六
年
民
法
の
施
行
ま
で
お
よ
そ
五
〇
年
間
に
亘
り
事
実
上
の
ブ
ラ
ジ
ル
民
法
と
し
て
機
能
し
た
。
後
に
、
彼
は
政
府

の
依
頼
に
よ
り
民
法
典
の
起
草
に
着
手
し
、
一
八
六
〇
年
代
中
頃
に
民
法
草
案
に
注
釈
を
つ
け
た
も
の
を
順
に
公
表
し
、
そ
れ
に
「
草

案
」
を
意
味
す
る
「
エ
ス
ボ
ソ
（Esboço

）」
と
い
う
名
前
を
つ
け
た
。
し
か
し
、
エ
ス
ボ
ソ
完
成
後
に
政
府
が
設
け
た
評
価
委
員
会
に

お
い
て
、
批
判
や
制
限
が
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
落
胆
し
た
フ
レ
イ
タ
ス
は
民
法
の
起
草
作
業
を
や
め
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
、
フ

レ
イ
タ
ス
の
エ
ス
ボ
ソ
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
民
法
典
と
し
て
は
結
実
し
な
か
っ
た
が
、
南
米
諸
国
と
り
わ
け
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
民
法
の
起
草
に

多
大
な
影
響
を
与
え
、
実
際
、
同
民
法
に
は
エ
ス
ボ
ソ
の
条
文
を
直
訳
し
た
だ
け
の
部
分
も
あ
る
。
な
お
、
二
〇
〇
二
年
新
民
法
と
入

れ
替
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
一
九
一
六
年
ブ
ラ
ジ
ル
民
法
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
一
八
八
九
年
に
帝
政
か
ら
連
邦
共
和
国
と
な
っ
て
以
降
、
政

府
の
依
頼
の
下
、
ク
ロ
ヴ
ィ
ス
・
ベ
ヴ
ィ
ラ
ク
ア
と
い
う
法
学
者
の
手
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
塙
浩
「
ポ
ル
ト
ゥ
ガ
ル
お

よ
び
ブ
ラ
ジ
ル
の
近
代
私
法
の
史
的
形
成
と
両
国
の
近
代
諸
法
典
」
神
戸
法
学
雑
誌
三
七
巻
四
号
（
一
九
八
八
年
）
七
二
三
～
八
一
七

頁
、
マ
ル
セ
ロ
・
デ
・
ア
ル
カ
ン
タ
ラ
「
ブ
ラ
ジ
ル
民
法
典
の
歴
史
」
国
際
商
事
法
務
三
五
巻
一
二
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
六
七
三
～

一
六
七
五
頁
参
照
）。

（
70
）　

問
題
は
、
承
諾
の
発
信
と
申
込
者
の
側
で
の
そ
の
受
領
の
間
に
、
申
込
み
を
撤
回
し
得
る
か
で
あ
る
。
こ
の
点
、
自
由
意
思
に
基
づ

い
て
約
束
を
構
成
す
る
点
に
契
約
の
主
要
な
社
会
的
効
用
が
存
在
す
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
を
最
大
限
保
持
す
べ
く
、
時
な
ら
ぬ

撤
回
が
他
方
当
事
者
の
正
当
な
期
待
を
害
す
る
よ
う
な
時
期
に
至
る
ま
で
は
、
申
込
み
の
撤
回
を
認
め
る
べ
き
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
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よ
う
に
申
込
み
撤
回
可
能
な
時
期
を
承
諾
の
受
領
ま
で
最
大
限
遅
ら
す
こ
と
で
、
申
込
者
の
真
の
意
図
と
法
的
意
思
の
ず
れ
を
最
小
限
に

抑
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
反
対
に
、
契
約
締
結
へ
の
期
待
を
相
手
方
（
承
諾
者
）
の
下
で
生
じ
さ
せ
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
と
っ
た
の

が
申
込
者
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
承
諾
期
間
内
で
あ
り
、
な
お
か
つ
申
込
み
撤
回
の
受
領
前
に
承
諾
を
発
信
す
れ
ば
、
も
は
や
そ

れ
以
降
の
申
込
み
撤
回
は
許
さ
れ
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
（
前
田
美
千
代
「
契
約
の
成
立
時
期
―
発
信
理
論
と
到
達
理
論

―
」
松
川
正
毅
＝
金
山
直
樹
＝
横
山
美
夏
＝
森
山
浩
江
＝
香
川
崇
編
『
判
例
に
み
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
軌
跡
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
一

二
年
）
一
二
六
～
一
二
七
頁
）。
ブ
ラ
ジ
ル
民
法
第
四
二
八
条
二
号
と
三
号
の
区
別
も
、
こ
れ
と
同
趣
旨
の
価
値
判
断
に
基
づ
く
も
の
と

い
え
る
。

（
71
）　JU

N
Q

U
EIRA

 D
E A

ZEV
ED

O
, A

ntônio, N
egócio Jurídico: existência, validade e eficácia, 4

a ed., São Paulo: Saraiva, 
2002, p. 17; A

SSIS, A
raken de, A

N
D

RA
D

E, Ronaldo A
lves de, A

LV
ES, Francisco Glauber Pessoa, Com

entários ao 
Código Civil Brasileiro. D

ireito das O
brigações (A

rts. 421 a 578), vol V
, 1

a ed., [Coor.] A
LV

IM
, A

rruda, A
LV

IM
, 

T
ereza, Rio de Janeiro: Forense Jurídica, 2007, p. 197. 

（
72
）　

こ
の
点
、
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
、
法
律
行
為
の
検
証
の
篩
と
し
て
、
存
在
と
有
効
性
の
二
要
素
の
み
を
認
め
、
効
果
発
生
を
考
慮
し
な

い
（JU

N
Q

U
EIRA

 D
E A

ZEV
ED

O
, A

ntônio, op. cit., p. 25

）。

（
73
）　

隔
地
者
間
契
約
と
は
、
申
込
者
と
承
諾
者
間
の
契
約
が
即
時
で
は
な
く
、
申
込
み
と
承
諾
の
間
に
時
間
的
間
隔
が
存
在
す
る
と
い
う

点
に
そ
の
主
た
る
特
徴
が
存
す
る
契
約
の
こ
と
で
あ
る
（A

SSIS, A
raken de, A

N
D

RA
D

E, Ronaldo A
lves de, A

LV
ES, 

Francisco Glauber Pessoa, op. cit., pp. 224-225
）。
つ
ま
り
、
申
込
者
と
承
諾
者
の
、
連
続
す
る
時
点
に
お
い
て
同
時
で
な
い
意
思

表
示
が
存
在
す
る
場
合
で
あ
る
（RO

SEN
V

A
LD

O
, N

elson, 
“Com

éntarios ao art. 434 do Código Civil

”, in [Coor.] PELU
SO

, 
Cesar, Código Civil Com

entado: D
outrina e Jurisprudênia, 3

a ed., revisado e atualizado, Barueri: M
anole, 2009, p. 

472

）。

（
74
）　

承
諾
の
撤
回
に
つ
い
て
は
、
承
諾
が
申
込
者
に
到
達
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
撤
回
の
効
果
発
生
に
と
っ
て
本
質
的
で
あ
る
。
ゆ

え
に
、
撤
回
は
、
そ
の
効
果
発
生
が
法
律
に
よ
り
課
さ
れ
た
外
的
状
況
（
承
諾
の
不
到
達
）
に
条
件
づ
け
ら
れ
た
法
律
行
為
で
あ
る
と
い

え
る
。
他
方
で
、
申
込
者
へ
の
承
諾
到
達
以
前
又
は
同
時
の
撤
回
が
、
承
諾
の
効
果
発
生
を
排
除
し
、
ゆ
え
に
、
契
約
締
結
を
妨
害
す
る

こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
存
在
し
ま
た
有
効
な
法
律
行
為
と
し
て
承
諾
が
維
持
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
承
諾
者
に
よ
る
事
後
の
意
思
撤
回
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に
よ
り
効
果
不
発
生
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
承
諾
が
発
信
さ
れ
て
も
、
契
約
は
成
立
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
承
諾
の
効
果

（
効
果
発
生
（eficácia

））
は
、
た
と
え
そ
れ
（
承
諾
）
が
存
在
し
有
効
（existente e válida

）
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
申
込
者
へ
の

到
達
時
点
で
し
か
確
認
可
能
と
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
四
三
三
条
の
文
言
で
は
、「
承
諾
は
効
果
発
生
し
な
い
」
で
は

な
く
、「
…
…
承
諾
は
存
在
し
な
い
」
と
し
て
い
る
。
承
諾
の
撤
回
が
承
諾
の
効
果
不
発
生
で
は
な
く
そ
の
不
存
在
を
含
意
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
こ
れ
は
つ
ま
り
、
申
込
者
へ
の
承
諾
到
達
ま
で
制
止
さ
れ
た
、
─
─
発
信
主
義
に
よ
り
─
─
、
契
約
を
締
結
す
る
と
い
う
潜
在

性
の
み
を
有
す
る
、
有
効
に
存
在
し
た
（existiu validam

ente

）
法
律
行
為
の
不
存
在
（inexistência do negócio jurídico

）
と
同

義
で
あ
る
。
申
込
者
が
そ
の
認
識
を
有
す
る
前
に
、
撤
回
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
承
諾
と
い
う
受
領
を
要
す
る
意
思
表
示
が
事
実
と
し
て

存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
は
、
正
確
に
は
、
承
諾
の
効
果
不
発
生
（
＝
撤
回
）
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
第
四
三
三
条
で
は
、
広
義
の
効
果
不
発
生

（ineficácia (lato sensu)
）
の
各
類
型
面
で
、
無
効
（invalidade

）
及
び
狭
義
の
効
果
不
発
生
（ineficácia (stricto sensu)

）
に
先
立

つ
、
不
存
在
と
し
て
承
諾
を
特
徴
づ
け
る
。
こ
の
点
、
あ
る
行
為
（ato

）
に
つ
い
て
、
法
律
が
そ
の
行
為
か
ら
効
果
を
奪
う
と
き
、
そ

の
行
為
は
効
果
不
発
生
（ineficaz
）
で
あ
る
と
い
う
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
当
該
行
為
が
存
在
し
有
効
（existete e válido

）
で
あ
る

こ
と
が
前
提
と
な
る
。
例
え
ば
、
停
止
条
件
や
解
除
条
件
付
の
法
律
行
為
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
は
存
在
し
有
効
な
法
律
行
為
で
あ
る
が
、

前
者
に
つ
い
て
は
条
件
成
就
に
際
し
て
効
果
発
生
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
条
件
化
さ
れ
た
出
来
事
の
発
生
と
い
う
条
件
成
就
に
際
し
て

効
力
消
滅
（
＝
効
果
不
発
生
）
と
な
る
た
め
、
い
ず
れ
も
条
件
成
就
ま
で
効
果
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
で
、
同
様
に
存
在
し

有
効
で
あ
り
効
果
発
生
す
る
は
ず
の
承
諾
は
、
そ
れ
が
事
後
的
に
撤
回
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
承
諾
が
承
諾
で
な
く
な
る
（
第
四
三
三

条
の
「
…
…
承
諾
は
存
在
し
な
い
」）
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
（M

IRA
N

D
A

, Custodio da Piedade U
baldino, Com

entários ao 
Código Civil. D

os contratos em
 geral (A

rts. 421 a 480), vol. 5, [Coor.] JU
N

Q
U

EIRA
 D

E A
ZEV

ED
O

, A
ntônio, São 

Paulo: Saraiva, 2013, pp. 180-181

）。
こ
う
し
て
、
第
四
三
三
条
の
文
言
に
従
え
ば
、
承
諾
撤
回
の
場
合
、
申
込
者
の
下
へ
の
承
諾
到

達
以
前
に
お
い
て
、
承
諾
は
、
法
律
事
実
の
特
徴
を
有
し
な
い
単
な
る
生
活
事
実
を
構
成
す
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
、

撤
回
は
、
そ
れ
が
承
諾
以
前
又
は
同
時
に
申
込
者
に
到
達
す
る
場
合
、
承
諾
が
形
成
し
よ
う
と
し
て
い
た
法
律
関
係
構
築
を
妨
害
し
、

以
前
の
意
思
表
示
を
消
滅
さ
せ
、
契
約
締
結
を
不
可
能
と
す
る
。
申
込
み
を
承
諾
す
る
と
い
う
意
思
表
示
が
撤
回
さ
れ
れ
ば
、
申
込
者

の
意
思
と
承
諾
者
の
意
思
の
接
合
が
生
じ
ず
、
契
約
の
成
立
を
妨
げ
る
。
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（
75
）　PEREIRA

, Caio M
ário da Silva, Instituições de D

ireito Civil: Contratos, v. III, 18
a ed., revisado e atualizado por 

Caitlin M
ulholland, Rio de Janeiro: Forense Jurídica, 2014, pp. 43-44; V

EN
O

SA
, Sílvio de Salvo, D

ireito Civil: T
eoria 

G
eral das O

brigações e T
eoria G

eral dos Contratos, 14
a ed., São Paulo: A

tlas, 2014, p. 568; A
SSIS, A

raken de, 
A

N
D

RA
D

E, Ronaldo A
lves de, A

LV
ES, Francisco Glauber Pessoa, op. cit., pp. 221-235. 

　

法
律
行
為
の
存
在
、
有
効
性
及
び
効
果
発
生
の
検
証
は
、
申
込
み
に
対
す
る
承
諾
の
申
込
者
の
下
で
の
到
達
が
認
め
ら
れ
る
唯
一
の

時
点
で
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
承
諾
の
撤
回
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
申
込
者
の
下
へ
の
承
諾
到
達
以
前
に
は
、
承
諾
は

単
な
る
生
活
事
実
と
し
て
存
在
す
る
の
み
で
あ
り
、
法
的
事
実
す
な
わ
ち
諸
効
果
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
法
律
行
為
と
し
て
は

存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
（M

IRA
N

D
A

, Custodio da Piedade U
baldino, op. cit., p. 181

）。
ゆ
え
に
、
撤
回
の
際
の
明
示
の
意

思
表
示
と
承
諾
の
明
示
の
意
思
表
示
と
は
本
質
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
得
る
。

（
76
）　

第
四
三
四
条
本
文
は
、
一
九
一
六
年
旧
民
法
第
一
〇
八
六
条
本
文
の
「
書
簡
又
は
テ
レ
グ
ラ
フ
の
通
信
に
よ
る
契
約
（contratos 

por correspondência epistolar, ou telegráfica

）」
と
い
う
表
現
を
、「
隔
地
者
間
の
契
約
（contratos entre ausentes

）」
と
い

う
表
現
に
改
め
た
だ
け
で
あ
り
、
各
号
は
何
ら
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
二
〇
〇
二
年
に
廃
止
さ
れ
た
商
法
第
一
二
七
条
で
も
、「
書

簡
の
通
信
に
よ
る
契
約
（O

s contratos tratados por correspondência epistolar

）
は
、
申
込
み
を
受
領
す
る
者
が
、
条
件
も
留

保
も
付
さ
ず
に
提
案
さ
れ
た
契
約
を
承
諾
す
る
返
答
の
手
紙
を
発
信
す
る
時
か
ら
成
立
し
拘
束
力
を
有
す
る
。
こ
の
時
点
ま
で
は
次
の
場

合
を
除
き
申
込
み
を
撤
回
す
る
自
由
を
有
す
る
。
申
込
者
が
返
答
を
待
つ
こ
と
を
約
束
し
た
場
合
、
…
…
」
と
定
め
、
承
諾
発
信
時
の
契

約
成
立
を
認
め
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
テ
イ
シ
ェ
イ
ラ
＝
ヂ
＝
フ
レ
イ
タ
ス
の
エ
ス
ボ
ソ
第
一
八
四
一
条
で
は
、「（
契
約
が
）
書
簡

の
通
信
に
よ
り
合
意
さ
れ
た
場
合
に
は
、
承
諾
の
手
紙
が
他
方
当
事
者
に
受
領
さ
れ
た
の
で
な
け
れ
ば
、
締
結
さ
れ
た
も
の
と
は
み
な
さ

れ
な
い
」
と
定
め
、
承
諾
到
達
時
の
契
約
成
立
を
認
め
て
い
た
（T

EIX
EIRA

 D
E FREIT

A
S, A

ugusto, E
sbôço do Código 

Civil, v. III, Braísilia: Serviço do D
ocum

entação do M
inistério da Justiça e N

egócios Interiores, 1952, p. 635

）。

（
77
）　ST

O
LZE GA

GLIA
N

O
, Pablo, PA

M
PLO

N
A

 FILH
O

, Rodolfo, N
ovo Curso de D

ireito Civil, vol. IV
, t. 1, Contratos: 

teoria geral, 7
a ed., São Paulo: Saraiva, 2014, p. 112. 

（
78
）　GO

N
ÇA

LV
ES, Carlos Roberto, D

ireito Civil Brasileiro, vol. III, Contratos e A
tos U

nilaterais, 11
a ed., São Paulo: 

Saraiva, 2014, p. 123; D
IN

IZ, M
aria H

elena, Código Civil A
notado, 17

a ed., São Paulo: Saraiva, 2014, p. 114. 
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（
79
）　

第
四
三
四
条
二
号
が
了
知
主
義
を
採
用
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
見
解
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
申
込
者
が
承
諾

を
待
つ
こ
と
を
約
束
し
た
場
合
は
、
承
諾
が
間
に
合
っ
て
発
信
さ
れ
た
か
否
か
を
知
る
こ
と
に
つ
い
て
不
確
実
な
状
況
に
置
か
れ
た
く
な

い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
不
確
実
な
状
況
は
、
返
答
が
申
込
者
に
到
達
し
て
契
約
が
成
立
す
る
場
合
に
も
起
こ
り
得
る
。
例
え
ば
、

申
込
者
が
一
時
的
に
留
守
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
間
に
返
答
が
到
達
し
た
か
ど
う
か
分
か
ら
ず
、
ま
た
、
そ
の
返
答
内

容
が
肯
定
的
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
起
こ
り
得
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
申
込
者
が
そ
の
申
込
み
の
名
宛
人
か
ら
の

承
諾
に
つ
い
て
の
現
実
の
認
識
を
得
る
と
き
に
契
約
が
成
立
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
不
確
実
性
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る

（M
IRA

N
D

A
, Custodio da Piedade U

baldino, op. cit., pp. 184-185

）。

（
80
）　M

O
N

T
EIRO

, W
ashington de Barros, Curso de D

ireito Civil: D
ireito das O

brigações, 2
a parte, v. 5, atualizado 

por Carlos A
lberto D

abus M
aluf e Regina Beatriz T

avares da Silva, 40
a ed., São Paulo: Saraiva, 2013, p. 44; A

SSIS, 
A

raken de, A
N

D
RA

D
E, Ronaldo A

lves de, A
LV

ES, Francisco Glauber Pessoa, op. cit., pp. 232-233. 

（
81
）　A

SSIS, A
raken de, A

N
D

RA
D

E, Ronaldo A
lves de, A

LV
ES, Francisco Glauber Pessoa, op. cit., p. 233. 

　

な
お
、
第
四
三
四
条
三
号
を
無
意
味
で
あ
り
正
当
化
で
き
な
い
と
す
る
反
対
説
に
よ
れ
ば
、
返
答
の
た
め
に
定
め
ら
れ
た
期
間
が
存

在
す
る
場
合
、
当
該
返
答
が
発
信
さ
れ
た
時
に
契
約
は
成
立
す
る
と
考
え
る
こ
と
に
な
る
か
ら
（
第
四
二
八
条
三
号
）、
第
四
三
四
条
三

号
の
想
定
す
る
場
合
は
、
同
条
二
号
の
想
定
す
る
場
合
と
混
同
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
す
る
。
第
四
三
四
条
本
文
は
、
一
九
一
六
年
旧

民
法
第
一
〇
八
六
条
本
文
の
「
書
簡
又
は
テ
レ
グ
ラ
フ
の
通
信
に
よ
る
契
約
（contratos por correspondência epistolar, ou 

telegráfica

）」
と
い
う
表
現
を
、「
隔
地
者
間
の
契
約
（contratos entre ausentes

）」
と
い
う
表
現
に
改
め
た
だ
け
で
あ
り
、
各
号

は
何
ら
変
更
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
以
上
の
反
対
説
に
よ
る
批
判
は
、
一
九
一
六
年
旧
民
法
第
一
〇
八
六
条
に
対
し
て
な
さ
れ
て
い
た

も
の
と
同
一
で
あ
り
（A

LV
ES, João Luiz, Código civil da R

epública dos E
stados U

nidos do Brasil, Rio de Janeiro: F. 
Briguiet, 1917, p. 111; BEV

ILÁ
Q

U
A

, Clóvis, Código Civil dos E
stados U

nidos do Brasil Com
entado, v. IV

, 6
a ed., Rio 

de Janeiro: Liv. Francisco A
lves, 1943, p. 246; A

RRU
D

A
 M

IRA
N

D
A

, D
arcy, A

notações ao Código Civil brasileiro, 4
a 

ed., São Paulo: Saraiva, 1995, p. 176

）、
二
〇
〇
二
年
民
法
第
四
三
四
条
に
対
し
て
も
引
き
続
き
同
様
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る

（M
O

N
T

EIRO
, W

ashington de Barros, op. cit., p. 44

）。

（
82
）　

ブ
ラ
ジ
ル
民
法
第
四
三
〇
条
は
、「
予
期
し
な
い
状
況
に
よ
り
、
承
諾
が
申
込
者
の
認
識
に
遅
れ
て
達
し
た
場
合
、
申
込
者
は
承
諾
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者
に
対
し
速
や
か
に
こ
の
事
実
を
伝
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
」
と
定
め
る
。

（
83
）　

ブ
ラ
ジ
ル
民
法
第
四
二
九
条
で
は
、
本
文
に
お
い
て
「
公
衆
に
対
す
る
申
込
み
は
、
状
況
又
は
慣
習
か
ら
そ
の
反
対
（
の
理
解
）
が

生
じ
る
場
合
を
除
き
、
契
約
の
本
質
的
な
諸
要
件
を
充
足
す
る
場
合
、
申
込
み
に
相
当
す
る
」
と
定
め
、
補
項
に
お
い
て
「
行
わ
れ
た
申

込
み
に
お
い
て
そ
の
権
限
が
留
保
さ
れ
る
限
り
、
申
込
み
の
公
表
と
同
じ
方
法
に
よ
り
申
込
み
は
撤
回
さ
れ
得
る
」
と
定
め
る
。
本
規
定

に
対
応
す
る
規
定
は
一
九
一
六
年
旧
民
法
に
は
存
在
せ
ず
、
二
〇
〇
二
年
民
法
に
お
い
て
初
め
て
規
定
さ
れ
た
。

（
84
）　

公
衆
に
対
す
る
申
込
み
（oferta ao público

）
な
い
し
不
特
定
人
に
対
す
る
申
込
み
（oferta ad incertam

 personam

）
が
有

効
な
申
込
み
と
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
民
法
第
四
二
九
条
で
は
契
約
の
本
質
的
な
諸
要
件
の
充
足
を
必
要
と
す
る
が
、
消
費
者
保
護
法

典
第
三
〇
条
で
は
契
約
情
報
の
十
分
な
簡
潔
性
の
み
を
必
要
と
し
、
申
込
み
の
有
効
要
件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
、
民
法

第
四
二
九
条
の
起
草
過
程
で
は
、
現
代
の
消
費
社
会
と
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
広
告
等
の
販
促
技
術
の
取
引
上
の
重
要
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、

（
申
込
み
の
有
効
要
件
を
緩
和
し
て
い
な
い
こ
と
で
）
そ
の
現
実
を
十
分
に
反
映
し
て
い
な
い
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
た
。
リ
カ
ル

ド
・
フ
ィ
ゥ
ザ
上
院
議
員
の
同
条
修
正
案
で
は
、「
公
衆
に
対
す
る
申
込
み
は
、
状
況
又
は
慣
習
か
ら
そ
の
反
対
（
の
理
解
）
が
生
じ
る

場
合
を
除
き
、
情
報
又
は
広
告
が
十
分
に
簡
潔
で
あ
る
場
合
、
申
込
み
に
相
当
し
、
申
込
者
を
拘
束
す
る
」
と
し
て
い
た
（LIM

A
 

M
A

RQ
U

ES, Cláudia, Contratos no Código de D
efesa do Consum

idor, 6
a ed., São Paulo: Revista dos T

ribunais, 2011, 
pp. 304-318

）。

（
85
）　BA

SSO
, M

aristela, Contratos internacionais do com
ércio: negociação, conclusão e prática, 3

a ed., Porto A
legre: 

Livraria do A
dvogado, 2002, p. 98; O

LIV
EIRA

 A
SCEN

SÃ
O

, José de, D
ireito Civil, T

eoria geral: ações e factos 
jurídicos, vol. II, 2

a ed., Coim
bra: Coim

bra Editora, 2003, p. 455. 

（
86
）　

電
子
メ
ー
ル
の
交
換
に
お
い
て
は
、
各
電
子
メ
ー
ル
送
信
の
日
付
と
時
間
が
分
秒
単
位
で
正
確
に
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

民
法
第
四
三
四
条
一
号
の
例
外
は
、
そ
の
適
用
が
困
難
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
承
諾
は
ラ
グ
（
人
間
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
命
令
を
入
力
し

て
か
ら
そ
の
命
令
が
実
行
・
反
映
さ
れ
る
ま
で
の
遅
延
時
間
の
こ
と
。
ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
パ
ケ
ッ
ト
が
送

受
信
さ
れ
る
間
に
生
じ
る
遅
延
時
間
の
こ
と
）
に
よ
る
影
響
を
受
け
た
が
、
承
諾
の
撤
回
は
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
が
必
要
と
な
ろ

う
。

（
87
）　

第
四
三
四
条
三
号
の
到
達
主
義
に
つ
い
て
、
事
業
者
に
よ
り
有
効
期
間
（
承
諾
期
間
）
を
定
め
た
広
告
的
申
込
み
が
な
さ
れ
、
消
費
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者
に
よ
る
そ
の
期
間
内
の
承
諾
発
信
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
第
四
二
八
条
三
号
）、
当
該
承
諾
が
承
諾
期
間
よ
り
も
遅
れ
て
到
達
し
た
場
合

に
は
、
申
込
者
（
事
業
者
）
を
拘
束
せ
ず
、
契
約
も
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

（
88
）　

第
四
三
四
条
二
号
の
到
達
主
義
に
つ
い
て
、
広
告
中
に
そ
の
有
効
期
間
（
承
諾
期
間
）
を
定
め
な
か
っ
た
場
合
と
広
く
捉
え
る
と
し

て
、
消
費
者
の
承
諾
が
事
業
者
の
認
識
に
到
達
す
る
の
に
十
分
な
期
間
の
経
過
後
に
は
事
業
者
は
自
身
の
広
告
的
申
込
み
に
拘
束
さ
れ
な

い
は
ず
で
あ
る
（
第
四
二
八
条
二
号
）。

（
89
）　

米
丸
恒
治
訳
「
資
料
Ｅ
Ｕ
電
子
商
取
引
指
令
」
立
命
館
法
学
二
七
八
号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
二
二
二
～
一
二
五
一
頁
。

（
90
）　LA

N
ÇA

 SILV
A

, H
ugo, 

“A Conclusão dos Contratos no Com
ércio Electrónico

”, in V
erbo Jurídico, M

aio 2007, p. 
13; RA

M
BERG, Christina H

ultm
ark, 

“The E-com
m

erce D
irective and form

ation of contract in a com
parative 

perspective

”, in E
uropean Law

 R
eview

, vol. 26, n
o 5, 2001, p. 440. 

（
91
）　PIT

A
, M

anuel A
ntónio, 

“Notas sobre o regim
e da Contratação Electrónica

”, in sub judice n
o 35 – Internet, D

ireito 
e T

ribunais, 2007, p. 67. 

（
92
）　M

EN
EZES CO

RD
EIRO

, A
ntónio, T

ratado de D
ireito Civil I: Parte G

eral, t. I, 3
a ed., Coim

bra: A
lm

edina, 2007, 
p. 559; FERREIRA

 D
E A

LM
EID

A
, Carlos, T

exto e enunciado na teoria do negócio jurídico, Coim
bra: A

lm
edina, 

1992, pp. 790 ss; FERREIRA
 D

E A
LM

EID
A

, Carlos, Contratos I: Conceito, Fontes, Form
ação, 4

a ed., Coim
bra: 

A
lm

edina, pp. 123 ss; O
LIV

EIRA
 A

SCEN
SÃ

O
, José de, op. cit. (D

ireito Civil, T
eoria G

eral), pp. 460 ss; RA
GEL 

SÁ
N

CH
EZ, Luís Felipe, 

“A Form
ação dos contratos

”, in D
ireito da Sociedade da Inform

ação, V
ol. III, Coim

bra: 
Coim

bra Editora, 1999, pp. 86-87; GA
LV

Ã
O

 T
ELLES, Inocêncio, M

anual do Contratos em
 G

eral, 4
a ed., Coim

bra: 
Coim

bra Editora, 2002, pp. 246 ss. 

（
93
）　FERREIRA

 D
E A

LM
EID

A
, Carlos, op. cit. (T

exto e enunciado), p. 791. 

（
94
）　

同
様
に
「
書
式
の
戦
い
（battle of form

s

）」
に
つ
い
て
も
起
こ
り
よ
う
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、SM

IT
H

, Graham
, J. H

., 
(Ed.), Internet Law

 and R
egulation, 2

nd ed., London: Law
 and T

ax, 1996, p. 211

参
照
。

（
95
）　

ポ
ル
ト
ガ
ル
民
法
第
二
三
四
条
［
承
諾
の
（
意
思
）
表
示
の
免
除
］
で
は
、「
申
込
み
、
取
引
の
固
有
の
性
質
や
状
況
又
は
慣
習
が
、

承
諾
の
（
意
思
）
表
示
を
免
除
可
能
と
す
る
場
合
、
他
方
当
事
者
の
態
度
が
申
込
み
を
承
諾
す
る
意
図
を
示
す
と
直
ち
に
契
約
が
成
立
す
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る
も
の
と
す
る
」
と
定
め
る
。

（
96
）　FERREIRA

 D
E A

LM
EID

A
, Carlos, op. cit. (T

exto e enunciado), pp. 792 ss; FERREIRA
 D

E A
LM

EID
A

, Carlos, 
op. cit. (Contratos I), pp. 125-126; M

O
T

A
 PIN

T
O

, Paulo, D
eclaração tácita e com

portam
ento concludente no negócio 

jurídico, Coim
bra: A

lm
edina, 1995, pp. 568 ss; RA

GEL SÁ
N

CH
EZ, Luís Felipe, op. cit., p. 87; GA

LV
Ã

O
 T

ELLES, 
Inocêncio, op. cit., p. 250. 

（
97
）　FERN

Á
N

D
EZ-A

LBO
R BA

LT
A

R, A
ngel, 

“Aspectos fundam
entales de la contratación electrónica

”, in GÓ
M

EZ 
SEGA

D
E, José A

., Com
ércio E

lectrónico en Internet, M
adrid: M

arcial Pons, 2001, pp. 284-285; RICO
 CA

RRILLO
, 

M
arilliana, 

“La oferta y la aceptación en la contratación electrónica

”, in R
evista E

lectrónica de D
erecho Inform

ático, 
n

o 25, 2000, p. 5; SM
IT

H
, Graham

, op. cit., p. 211. 

（
98
）　
「
受
領
通
知
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
も
、「
注
文
オ
ー
ダ
ー
」
同
様
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
法
に
お
い
て
異
質
の
概
念
で
あ
っ
た
（LA

N
ÇA

 
SILV

A
, H

ugo, op. cit., p. 13; RA
M

BERG, Christina H
ultm

ark, op. cit., p. 440

）。

（
99
）　

二
〇
〇
〇
年
の
Ｅ
Ｕ
電
子
商
取
引
指
令
第
一
一
条
一
項
で
は
、「
構
成
国
は
、
消
費
者
で
は
な
い
当
事
者
間
の
異
な
る
合
意
が
あ
る

場
合
を
除
き
、
ユ
ー
ザ
ー
に
よ
る
電
子
的
な
方
法
で
の
注
文
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
諸
原
則
が
妥
当
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

・
役
務
提
供
者
が
利
用
者
の
注
文
を
受
領
し
た
こ
と
を
遅
滞
な
く
電
子
的
方
法
で
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

・
注
文
及
び
受
領
確
認
は
、
そ
の
契
約
で
定
め
ら
れ
て
い
る
当
事
者
が
、
そ
れ
を
呼
び
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
き
に
、
到
達
し
た
も
の
と

み
な
す
こ
と
」
と
定
め
る
（
米
丸
・
前
掲
論
文
（
注
89
）、
一
二
四
四
頁
参
照
）。

（
100
）　O

LIV
EIRA

 A
SCEN

SÃ
O

, José de, 

“Bases para um
a transposição da D

irectriz n
o 00/31, de 8 de Junho (com

ércio 
eletrônico)

”, in Separata da R
evista da Faculdade de D

ireito da U
niversidade de Lisboa – V

ol. X
LLV

, n
o 1 e 2, 

Coim
bra: Coim

bra Editora, 2003, p. 245; O
LIV

EIRA
 A

SCEN
SÃ

O
, José de, op. cit. (D

ireito Civil, T
eoria G

eral), p. 
484. 

（
101
）　

フ
ラ
ン
ス
民
法
第
一
三
六
九
︲
五
条
で
は
、「
契
約
が
有
効
に
締
結
さ
れ
る
た
め
に
は
、
申
込
み
の
名
宛
人
が
、
そ
の
承
諾
を
表
明

す
る
た
め
に
そ
の
注
文
を
確
認
す
る
前
に
、
そ
の
注
文
及
び
そ
の
総
額
の
詳
細
を
検
証
し
、
ま
た
、
不
測
の
錯
誤
を
修
正
す
る
可
能
性
を

有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
申
込
者
は
、
彼
に
送
付
さ
れ
た
注
文
の
受
領
を
、
遅
滞
な
く
ま
た
電
子
的
手
段
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
。
注
文
、
申
込
み
の
承
諾
確
認
及
び
受
領
通
知
は
、
送
付
さ
れ
た
当
事
者
が
そ
れ
に
ア
ク
セ
ス
可
能
な
時
か
ら
受
領
さ
れ
た
も
の

と
み
な
さ
れ
る
」
と
定
め
る
。

（
102
）　

ス
ペ
イ
ン
の
二
〇
〇
二
年
七
月
一
一
日
法
（Ley 34/2002

）
第
二
八
条
［
契
約
締
結
後
の
情
報
］
で
は
、
一
項
「
提
供
者
は
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
、
承
諾
を
行
っ
た
者
へ
の
承
諾
の
受
領
を
確
認
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
」
と
し
、
a
号
「
承
諾
の
受

領
か
ら
二
四
時
間
以
内
の
、
承
諾
者
が
指
示
し
た
ア
ド
レ
ス
へ
の
電
子
メ
ー
ル
又
は
他
の
同
等
の
電
子
的
伝
達
手
段
に
よ
る
受
領
通
知
の

送
付
」
又
は
b
号
「
承
諾
者
が
契
約
締
結
プ
ロ
セ
ス
を
完
了
後
速
や
か
に
、
同
契
約
締
結
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
の
と
同
等
の

手
段
に
よ
る
、
受
領
さ
れ
た
承
諾
の
確
認
。
た
だ
し
そ
の
確
認
が
そ
の
名
宛
人
に
よ
り
蓄
積
さ
れ
得
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

定
め
る
。

（
103
）　

こ
れ
に
対
し
て
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
法
（14/8/2000

）
第
五
二
条
で
は
、「
役
務
の
名
宛
人
が
、
同
人
の
承
諾
の
受
領
通
知
を
、
提

供
者
の
側
か
ら
、
電
子
的
方
法
に
よ
り
、
受
領
し
た
時
に
、
契
約
は
成
立
す
る
」
と
定
め
る
。

（
104
）　RO

GEL V
ID

E, Carlos, 
“En torno al m

om
ento y lugar de perfección de los contratos concluidos via Internet

”, in 
D

ireito da Sociedade de Inform
ação, V

ol. II, Coim
bra: Coim

bra Editora, 2001, pp. 57 ss, pp. 74-75

で
は
、「
こ
の
よ
う
に

解
さ
な
け
れ
ば
、
契
約
の
完
成
と
そ
の
証
明
を
混
同
す
る
こ
と
と
な
り
、
両
者
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
」
と
述
べ
る
。

（
105
）　FERREIRA

 D
E A

LM
EID

A
, Carlos, op. cit. (Contratos I), p. 71; O

LIV
EIRA

 A
SCEN

SÃ
O

, José de, op. cit. (

“Bases 
para um

a transposição da D
irectriz n

o 00/31, de 8 de Junho (com
ércio eletrônico)

”), pp. 243-245; O
LIV

EIRA
 

A
SCEN

SÃ
O

, José de, op. cit. (D
ireito C

ivil, P
arte G

eral), p. 484; M
O

RA
IS CA

RV
A

LH
O

, Jorge, 

“Com
ércio 

Eletrónico e Proteção dos Consum
idores

”, in T
hem

is – R
evista da Faculdade de D

ireito da U
niversidade N

ova de 
Lisboa, A

no V
II, n

o 13, Coim
bra: A

lm
edina, 2006, p. 49; PU

PO
 CO

RREIA
, M

iguel J., D
ireito Com

ercial: direito da 
em

presa, 11
a ed., Lisboa: Ediforum

, 2009, pp. 594-595; T
RO

CA
D

O
 D

A
 CO

ST
A

, N
uno, 

“Regulando a contratação 
electrónica

”, in V
erbo Jurídico, M

arço 2005, p. 24; LA
RISM

A
, Susana, 

“Contratação electrónica

”, in [Coor.] 
O

LIV
EIRA

 A
SCEN

SÃ
O

, José de, O
 C

om
ércio E

lectrónico em
 P

ortugal, quadro L
egal e o N

egócio, Lisboa: 
A

N
A

CO
M

, 2004, pp. 157 ss e p. 167; M
IN

IST
ÉRIO

 D
A

 JU
ST

IÇA
, Lei do Com

ércio E
lectrónico A

notada, Coim
bra: 

Coim
bra Editora, 2005, pp. 116 ss; D

IA
S PEREIRA

, A
lexandre Libório, 

“A via electrónica da negociação: alguns 
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aspectos

”, in E
studos de D

ireito do Consum
idor, n

o 8, Coim
bra: Centro de D

ireito do Consum
o, 2007, pp. 275 ss e p. 

281; LA
N

ÇA
 SILV

A
, H

ugo, op. cit., p. 13. 
（
106
）　M

A
RQ

U
ES V

IEIRA
, M

iguel, 

“A boa-fé objetiva na form
ação do contrato electrónico

”, in R
evista de D

ireito de 
Inform

ática e T
elecom

unicações - R
D

IT
, ano 2, n

o 3, Editora Fórum
, Julho/D

ezem
bro, 2007, pp. 121-123

で
は
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
民
法
第
二
二
七
条
所
定
の
信
義
誠
実
原
則
の
コ
ロ
ラ
リ
ー
と
し
て
認
め
ら
れ
る
誠
実
義
務
の
表
明
と
し
て
受
領
通
知
を
考
慮
す
る
。

（
107
）　T

RO
CA

D
O

 D
A

 CO
ST

A
, N

uno, op. cit., p. 24. 

（
108
）　SA

M
U

ELSO
N

, Pam
ela, 

“Five challenges for regulating the Global Inform
ation Society

”, in M
A

RSD
EN

, Christopher 
T

., (Ed.), R
egulating the G

lobal Inform
ation Society, London: Routledge, 2000, pp. 317 ss. 

（
109
）　RA

M
BERG, Christina H

ultm
ark, op. cit., pp. 439-440

で
は
、「
二
〇
〇
〇
年
の
Ｅ
Ｕ
電
子
商
取
引
指
令
草
案
で
は
、
申
込

み
と
承
諾
の
単
純
な
交
換
に
よ
る
契
約
の
成
立
を
認
め
ず
、
再
度
の
確
認
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
二
段
階
の
成
立
プ
ロ
セ
ス

（tw
o-step-form

ation-procedure
）
の
代
わ
り
に
、
三
段
階
の
成
立
プ
ロ
セ
ス
（three-step-procedure

）
が
提
唱
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
幸
運
な
こ
と
に
草
案
は
変
更
さ
れ
た
」
と
述
べ
る
。

（
110
）　FERREIRA

 D
E A

LM
EID

A
, Carlos, op. cit. (Contratos I), p. 171; O

LIV
EIRA

 A
SCEN

SÃ
O

, José de, op. cit. (D
ireito 

Civil, Parte G
eral), p. 484; PU

PO
 CO

RREIA
, M

iguel J., op. cit. (D
ireito Com

ercial), pp. 594-595; T
RO

CA
D

O
 D

A
 

CO
ST

A
, N

uno, op. cit., p. 23; LA
RISM

A
, Susana, op. cit., p. 168; LA

N
ÇA

 SILV
A

, H
ugo, op. cit., p. 13. 

　

本
デ
ク
レ
ト
＝
レ
イ
第
二
九
条
五
項
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
法
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
通
説
に
対
し
て
は
い
く
つ
か
の
反
対
説

が
存
在
す
る
。
第
一
に
、
確
認
（confirm

ação

）
を
契
約
の
効
果
発
生
の
停
止
条
件
と
し
、
契
約
は
承
諾
時
に
成
立
す
る
け
れ
ど
も
、

確
認
（confirm

ação

）
後
に
し
か
そ
の
効
果
を
生
じ
ず
、
給
付
を
請
求
し
得
な
い
と
す
る
見
解
（M

O
RA

IS CA
RV

A
LH

O
, Jorge, 

op. cit., pp. 50-51; M
IN

IST
ÉRIO

 D
A

 JU
ST

IÇA
, op. cit., p. 119; D

IA
Z PEREIRA

, A
lexandre Libório, 

“Com
ércio 

electrónico e consum
idor

”, in E
studos de D

ireito do Consum
idor, n

o 6, Coim
bra: Centro de D

ireito do Consum
o, 

2004, pp. 355-356; D
IA

Z PEREIRA
, A

lexandre Libório, op. cit. (
“A via electrónica da negociação: alguns aspectos

”), 
p. 283

）、
第
二
に
、
い
わ
ゆ
る
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
・
シ
ス
テ
ム
と
対
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
承
諾
が
、
注
文
オ
ー
ダ
ー
時
と
確
認

（confirm
ação

）
時
の
二
つ
の
時
点
で
作
用
す
る
と
し
、
確
認
時
に
初
め
て
契
約
が
完
成
す
る
と
捉
え
る
見
解
（PIT

A
, M

anuel 
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A

ntónio, op. cit., pp. 62-64; CA
ST

RO
 RO

SA
, V

ictor, 

“Contratação Electrónica

”, in M
IN

IST
ÉRIO

 D
A

 JU
ST

IÇA
, op. 

cit., p. 199; CO
ST

A
 E SILV

A
, Paula, 

“Contratação Electrónica

”, in M
IN

IST
ÉRIO

 D
A

 JU
ST

IÇA
, op. cit., pp. 187-188; 

D
IA

S V
EN

Â
N

CIO
, Pedro, 

“O Contrato electrónico e o m
om

ento da sua conclusão

”, in M
aia Jurídica, A

no IV
, n

o 2, 
A

ssociação Jurídica da M
aia, 2007, p. 72

）
が
あ
る
。PIT

A
, M

anuel A
ntónio, op. cit., pp. 62-64

で
は
、「
最
終
的
な
注
文

の
確
認
（confirm

ação

）
ま
で
、
申
込
み
も
承
諾
も
撤
回
可
能
で
あ
り
、（
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
民
法
第
二
三
〇
条
［
申
込
み
の
撤
回
不
能

性
］
及
び
第
二
三
五
条
二
項
［
申
込
み
の
撤
回
条
件
］
の
適
用
を
排
除
す
る
」
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
と
り
わ
け
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
・

シ
ス
テ
ム
と
対
照
す
る
反
対
説
に
対
し
て
は
、
本
デ
ク
レ
ト
＝
レ
イ
第
三
二
条
一
項
の
「
単
純
な
承
諾
（sim

ples aceitação

）」
と
い

う
文
言
と
乖
離
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
111
）　

二
〇
〇
〇
年
の
Ｅ
Ｕ
電
子
商
取
引
指
令
第
九
条
で
は
、「
構
成
国
は
、
そ
の
法
制
度
上
、
契
約
の
締
結
が
電
子
的
方
法
に
よ
っ
て
可

能
と
な
る
こ
と
を
確
保
す
る
。
構
成
国
は
、
特
に
そ
の
契
約
締
結
に
適
用
さ
れ
る
法
令
が
電
子
的
契
約
の
利
用
の
障
害
に
な
ら
ず
、
こ
れ

ら
の
契
約
が
電
子
的
方
法
で
成
立
し
た
と
い
う
事
情
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
ら
契
約
が
何
ら
の
法
的
有
効
性
又
は
効
力
を
有
し
な
い
こ
と
に

し
な
い
よ
う
確
保
す
る
」
と
定
め
る
（
米
丸
・
前
掲
論
文
（
注
89
）、
一
二
四
三
頁
参
照
）。

（
112
）　LA

RISM
A

, Susana, op. cit., p. 167. 

（
113
）　

ル
シ
オ
・
ア
ル
カ
ン
タ
ラ
上
院
議
員
に
よ
る
上
院
法
案672/1999

号
に
基
づ
く
。
た
だ
し
、
本
法
案
は
今
日
ま
で
承
認
さ
れ
て
い

な
い
。

（
114
）　M

IRA
N

D
A

, Custodio da Piedade U
baldino, op. cit., p. 133; A

SSIS, A
raken de, A

N
D

RA
D

E, Ronaldo A
lves de, 

A
LV

ES, Francisco Glauber Pessoa, op. cit., pp. 224-231.

た
だ
、
フ
ラ
ン
ス
債
務
法
改
正
案
を
は
じ
め
、
民
法
上
の
契
約
成
立
時

期
に
つ
い
て
も
到
達
主
義
を
採
用
す
る
傾
向
に
あ
る
（
前
田
・
前
掲
論
文
（
注
70
）、
一
二
九
～
一
三
〇
頁
）。

（
115
）　

ブ
ラ
ジ
ル
民
法
で
は
、
承
諾
の
意
思
表
示
に
つ
い
て
、
条
文
の
文
言
で
は
「
返
答
（resposta

）」
と
し
て
言
及
し
て
い
る
。
返
答

は
そ
れ
を
開
け
て
み
な
け
れ
ば
、
申
込
み
に
対
す
る
承
諾
な
の
か
拒
絶
な
の
か
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
本
来
的
に
は
了
知
を
問
題

と
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
116
）　A

SSIS, A
raken de, A

N
D

RA
D

E, Ronaldo A
lves de, A

LV
ES, Francisco Glauber Pessoa, op. cit., pp. 230-231.

（
117
）　

受
領
通
知
を
契
約
締
結
後
の
行
為
と
し
て
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
Ｅ
Ｕ
電
子
商
取
引
指
令
を
国
内
法
化
し
た
ス
ペ
イ
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ン
の
二
〇
〇
二
年
七
月
一
一
日
法
（Ley 34/2002

）
第
二
八
条
［
契
約
締
結
後
の
情
報
］
で
は
、
一
項
「
提
供
者
は
、
次
の
い
ず
れ
か

の
方
法
に
よ
り
、
承
諾
を
行
っ
た
者
へ
の
承
諾
の
受
領
を
確
認
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
」
と
し
、
ａ
号
「
承
諾
の
受
領
か
ら
二
四

時
間
以
内
の
、
承
諾
者
が
指
示
し
た
ア
ド
レ
ス
へ
の
電
子
メ
ー
ル
又
は
他
の
同
等
の
電
子
的
伝
達
手
段
に
よ
る
受
領
通
知
の
送
付
」
又
は

ｂ
号
「
承
諾
者
が
契
約
締
結
プ
ロ
セ
ス
を
完
了
後
速
や
か
に
、
同
契
約
締
結
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
の
と
同
等
の
手
段
に
よ
る
、

受
領
さ
れ
た
承
諾
の
確
認
。
た
だ
し
、
そ
の
確
認
が
そ
の
名
宛
人
に
よ
り
蓄
積
0

0

さ
れ
得
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
、
承
諾

受
領
確
認
義
務
の
履
行
と
し
て
、
二
四
時
間
以
内
の
受
領
通
知
の
送
付
に
代
え
て
、
─
─
再
生
可
能
性
あ
る
─
─
蓄
積
さ
れ
た
承
諾
の
確

認
で
足
り
る
こ
と
を
認
め
る
。

（
118
）　

隔
地
者
・
対
話
者
の
区
画
基
準
を
時
間
的
間
隔
の
存
否
の
み
な
ら
ず
、
第
三
者
の
介
在
に
よ
る
通
知
リ
ス
ク
の
有
無
（
意
思
表
示
伝

達
の
間
接
性
と
直
接
性
）
に
求
め
、
了
知
を
到
達
へ
と
前
倒
し
で
き
る
化
形
的
意
思
表
示
と
非
化
形
的
意
思
表
示
の
区
別
も
認
め
て
、
情

報
通
信
機
器
の
発
達
に
よ
る
化
形
的
意
思
表
示
の
伝
達
手
段
の
変
化
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
北
居
功
「
意
思
表
示
の
再
生
可
能
性
―

意
思
表
示
の
効
力
発
生
時
期
を
め
ぐ
っ
て
―
」
森
＝
池
田
編
・
前
掲
書
（
注
26
）、
二
七
五
頁
以
下
、
同
「
ロ
ー
・
ク
ラ
ス
民
法
改
正
と

契
約
法
（
新
連
載
・
第
１
回
）
通
知
の
リ
ス
ク
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
七
巻
四
号
〔
六
八
七
号
〕（
二
〇
一
二
年
）
八
〇
～
八
四
頁
。


